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2010

春の訪れを感じさせるのは、

膨らんできた花のつぼみや春一番、

そして「おひなさま」の登場でしょうか。

「街の駅 やまなし」では、ご家庭よりも

一足先に「ひな飾り」が登場。

訪れる人の目を楽しませています。
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みんなで「思いやり、支えあう」まちに。
竹越市政がスタート。

　

市
民
の
皆
様
、
こ
の
た
び
山
梨
市

長
に
就
任
し
た
竹た

け
こ
し
ひ
さ
た
か

越
久
高
で
す
。
職

責
の
重
さ
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

故
中
村
照
人
前
市
長
に
は
、
新
・

山
梨
市
の
発
足
と
新
市
の
基
礎
固
め

に
全
力
を
尽
く
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

い
よ
い
よ
大
き
く
市
政
展
開
を
図
ろ

う
と
い
う
と
き
に
、
突
然
の
ご
逝
去

で
あ
り
ま
し
た
。
志
半
ば
、
道
半
ば

で
さ
ぞ
か
し
無
念
で
あ
ろ
う
と
推
察

し
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
突
然
の
事
態
に
あ
っ

て
も
、
市
政
を
停
滞
さ
せ
な
い
こ
と

が
直
面
す
る
市
長
の
第
一
の
任
務
と

考
え
て
お
り
、
す
で
に
策
定
さ
れ
て

い
る
「
第
１
次
山
梨
市
総
合
計
画
」

を
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
政
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
ま

ず
、
市
民
、
地
域
か
ら
の
行
政
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、財
政
状
況
は
、

　山梨市の新しいリーダー・竹越久高市長が 2月 16日、市役所に初登庁しました。午前９時、庁舎前に姿を見せた
竹越市長は、バッジを付け、花束を受け取ると、職員が出迎える中、笑顔で庁舎に入りました。その後、市長応接室に
て井戸副市長から職務の引き継ぎを受け、市の幹部職員との対面式に臨み、公務をスタートさせました。

思いやり・支えあいの

山 梨 市

国
、
地
方
を
通
じ
て
大
変
厳
し
い
折

で
す
。
堅
実
な
財
政
運
営
、
着
実
な

市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

地
道
で
は
あ
っ
て
も
、
市
民
の
生

活
向
上
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。「
思
い
や
り
」「
支
え
あ
い
」

は
私
の
信
条
で
あ
り
、
そ
の
心
を

持
っ
て
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

　

市
政
は
市
民
の
た
め
に
あ
り
、
市

民
の
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
市
政
を
推

進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
県
職
員
21

年
、
県
議
会
議
員
19
年
の
私
の
歩
み

の
集
大
成
を
、
山
梨
市
政
に
注
ぎ
ま

す
。

４
月
か
ら

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
11
月
の
新
庁
舎
移
転
に
伴
い
、
本
課
業
務
を
一
元
化
し
、
効
率
的
な

行
政
体
制
で
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
の
組
織
自
体
は
、
合
併
時
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

合
併
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
社
会
経
済
情
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、
行
政
運
営
に
お

い
て
も
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
よ
り
効
率
的
な
事
業
執
行
、
行
財
政
改
革

の
推
進
に
よ
る
財
政
健
全
化
の
維
持
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
４
つ
の
視
点
で
組
織
の
見
直
し
を
行

な
い
、
平
成
22
年
度
か
ら
新
し
い
組
織
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
を
し
ま
す
。

　

新
し
い
組
織
の
主
な
変
更
点
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
づ
く
り

　
　

・
各
課
の
統
合
再
編
の
検
討
、
少
人
数
課
の
解
消

多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
需
要
に
適
確
・
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り

　
　

・
政
策
決
定
か
ら
事
業
化
ま
で
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
組
織
の
構
築

総
合
計
画
の
目
的
に
則
し
た
組
織
づ
く
り

　
　

・
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
効
率
的
な
組
織
体
系
の
構
築

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
組
織
づ
く
り

　
　

・
組
織
の
名
称
検
討
、
事
務
分
掌
の
見
直
し
と
集
約
化

１２３４

広報やまなし 2010.3-3

　
「
市
民
の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民

の
た
め
の
市
政
」
は
、
市
民
総
参
加

で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広報やまなし 2010.3-2

山
梨
市
長
　
竹
越
久
高

職員から贈られた花束を手に初登庁する竹越市長。下は左から当選証書付与式、議員との対面式
（15日）、副市長からの職務引き継ぎ、初めて市長の椅子に腰掛けて（16日）。
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【問い合わせ】
総合政策課政策推進担当（西館４階、内線 2425）

「人・地域・自然が奏
かな
でる

　　　　　　　　和
なご
みの　まち　山梨市」の実現へ

４
月
１
日
か
ら
の

　
　
　

課
名
・
担
当
名

　
　
　
　
　
　
主
な
変
更
点

政策秘書課

秘
書
担
当
　

●
企
画
立
案
・
政
策
形
成
機
能
の
強
化
と
、
市
民
と
の
情
報
共
有
を
推
進
し
、
行
政
課

題
へ
の
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
「
政
策
秘
書
課
」
を
設
置
し
ま
す
。

●
広
聴
広
報
担
当
を
移
行
す
る
と
と
も
に
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理
、
政
策
形
成
な
ど

を
行
な
う
「
政
策
形
成
担
当
」
を
新
設
し
ま
す
。

政
策
形
成
担
当

広
聴
広
報
担
当

総務課

行
政
防
災
防
犯
担
当

●
秘
書
人
事
課
の
人
事
担
当
を
「
人
事
給
与
担
当
」
と
し
て
、総
務
課
に
設
置
し
ま
す
。

文
書
法
制
担
当

人
事
給
与
担
当

財政課

経
営
管
理
担
当

●
総
合
政
策
課
を
廃
止
し
、
行
政
運
営
全
般
を
経
営
的
な
視
点
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
定

し
た
財
政
基
盤
を
構
築
す
る
た
め
、「
財
政
課
」
を
設
置
し
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
、
行
政
評
価
な
ど
を
担
当
す
る
「
経
営
管
理
担
当
」
を
新
設
し
、
積
極

的
な
行
財
政
改
革
と
財
政
健
全
化
を
一
体
的
に
推
し
進
め
、
経
営
感
覚
に
基
づ
く
行
政

運
営
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、商
工
労
政
課
の
統
計
資
料
担
当
業
務
を
併
せ
て
行
な
い
、

統
計
分
析
結
果
を
行
政
経
営
に
生
か
し
ま
す
。

財
政
担
当

電
算
シ
ス
テ
ム
担
当

管財課

管
財
担
当
　

●
農
林
課
地
籍
調
査
担
当
業
務
を
土
地
管
理
担
当
に
編
入
し
、
地
籍
調
査
か
ら
土
地
台

帳
の
管
理
ま
で
土
地
管
理
業
務
の
一
元
化
を
図
り
ま
す
。

契
約
管
理
担
当

土
地
管
理
担
当

営
繕
担
当

市民生活課

市
民
担
当

●
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
男
女
共
同
参
画
、
国
際
交
流
、
協

働
な
ど
、
市
民
活
動
の
推
進
、
市
民
意
識
の
向
上
に
資
す
る
業
務
を
行
な
う
「
ま
ち
づ

く
り
・
協
働
担
当
」
を
新
設
し
、
課
の
名
称
を
「
市
民
課
」
か
ら
「
市
民
生
活
課
」
に

変
更
し
ま
す
。

●
年
金
業
務
と
併
せ
て
交
通
火
災
災
害
共
済
、
交
通
安
全
対
策
、
市
営
バ
ス
運
行
業
務

な
ど
交
通
施
策
全
般
を
行
な
う
「
年
金
・
交
通
担
当
」
を
設
置
し
ま
す
。

年
金
・
交
通
担
当

ま
ち
づ
く
り
・
協
働
担
当

４
月
１
日
か
ら
の

　
　
　

課
名
・
担
当
名

　
　
　
　
　
　
主
な
変
更
点

福祉事務所

児
童
福
祉
担
当
　

●
少
子
対
策
課
と
福
祉
事
務
所
を
統
合
し
て
「
子
育
て
支
援
担
当
」
を
設
置
し
、
児
童

福
祉
担
当
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
少
子
対
策
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

社
会
・
長
寿
福
祉
担
当

障
害
福
祉
担
当

子
育
て
支
援
担
当

健康増進課

健
康
企
画
担
当

●
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
課
と
し
て
、
課
の
名
称
を
「
保
健
課
」
か
ら
「
健
康
増
進

課
」
に
、
担
当
を
「
健
康
企
画
担
当
」、「
健
康
支
援
担
当
」
に
変
更
し
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
市
民
課
に
あ
っ
た
「
国
民
健
康
保
険
担
当
」
を
健
康
増
進
課
に
移
行
し
、

他
の
担
当
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
生
活
習
慣
病
対
策
の
推
進
と
医
療
費
の
抑
制
を
図
り

ま
す
。

健
康
支
援
担
当

国
民
健
康
保
険
担
当

介護保険課

介
護
保
険
担
当

●
高
齢
者
の
保
健
福
祉
分
野
に
お
い
て
重
要
な
施
策
で
あ
る
介
護
保
険
業
務
の
充
実
を

図
る
た
め
、介
護
保
険
担
当
と
介
護
予
防
担
当
の
２
担
当
で
構
成
す
る
「
介
護
保
険
課
」

を
新
設
し
ま
す
。

介
護
予
防
担
当

農林商工課

農
林
担
当
　

●
商
工
労
政
課
と
農
林
課
を
統
合
し
て
、
産
業
全
般
に
関
す
る
業
務
を
行
な
う
「
農
林

商
工
課
」
を
設
置
し
、
農
林
業
と
商
工
業
の
連
携
強
化
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産

業
振
興
と
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

農
地
担
当

農
林
土
木
担
当

商
工
労
政
担
当

生涯学習課

生
涯
学
習
担
当

●
社
会
体
育
課
と
生
涯
学
習
課
を
統
合
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
」
を
新
設
し
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
両
面
で
の
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

市
民
会
館
・
図
書
館
担
当

文
化
財
担
当

根
津
記
念
館
担
当

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　「会計課」「税務課」「議会事務局」「水道課」「下水道課」「環境課」「観光課」「建設課」「都市計画課」「学
校教育課」については、大きな変更はありません。各課の業務、課の配置などについては、３月末に発行
予定の「くらしのガイド」をご覧ください。
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1
ま
ち
を
知
る
・
地
域
を
知
る

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

た
め
に
、
ま
ず
は
行
政
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
、
市
長
以
下
市
職
員
が

各
地
域
に
お
じ
ゃ
ま
し
、
市
の
現
状
を

お
話
す
る
と
と
も
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
の
声
を
聴
こ
う
と
始
め
た
「
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
も
、今
年
で
５
回
目
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
参
考
に
、
毎
年
少
し

ず
つ
開
催
方
法
を
変
え
て
い
る
こ
の

会
。
今
年
度
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
指
す
方
向
性
を
示
し
た
「
山
梨
市
総

合
計
画
」
の
「
基
本
構
想
」
か
ら
７
つ

の
テ
ー
マ
を
提
示
し
、
そ
の
中
か
ら
、

区
長
会
に
ご
協
力
を
得
て
、
各
地
区
で

最
も
興
味
の
あ
る
も
の
を
選
ん
で
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
会
を
進
め
ま

し
た
。

１　

自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
潤
い
の
ま
ち
づ
く
り

２　

ぬ
く
も
り
の
あ
る
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

３　

人
々
が
集
う
活
力
に
満
ち
た
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

４　

都
市
基
盤
の
整
っ
た
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

５　

行
財
政
改
革
の
推
進

６　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

７　

豊
か
な
心
や
個
性
を
育
む
教
育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
21
年
度
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

【
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
】
の
テ
ー
マ

今
年
度
は
、
テ
ー
マ
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

和やかに会が進むよう、会場の椅子を丸く配置してみました。
（10月６日・三富地区）

Town meeting 21
【まちづくり懇話会】

このまちの今、そして
これからを、市民皆で考える

「
市
民
が
主
役
」

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

市
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
、
市
民
に

情
報
を
伝
え
る
「
広
報
活
動
」
と
、
市
民

の
要
望
や
意
見
を
聞
く
「
広
聴
活
動
」
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
市
政
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
、
開
か
れ
た
市
政
、
そ
し
て
市
民
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
新

市
誕
生
以
来
、
毎
年
市
内
11
か
所
に
お
い

て
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
【
ま
ち
づ
く

り
懇
話
会
】」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

懇
話
会
で
は
、
市
長
や
市
職
員
が
、
市

の
予
算
や
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
市

政
に
対
す
る
質
問
や
要
望
を
聞
き
、ま
た
、

地
域
で
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
を
述
べ
る
な
ど
、
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
ま
ち
の
中
で
も
、
抱
え
る
問
題
は

地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。
す
ぐ
に
答
え

が
出
る
も
の
や
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る

と
い
う
も
の
は
少
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

今
回
は
、
各
地
区
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
寄
せ
ら
れ
た
質
問
や
要
望
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

「総合計画」ってなに？

　「山梨市第１次総合計画」の計画期間は、
平成 19 年度から 28 年度までの 10 年間
です。

　総合計画とは、自治体の全ての
計画の基本となるもので、自治体
の全ての事務事業（福祉・環境保
全・都市基盤整備・産業振興・教
育などさまざまな分野にわたる事
務事業）は、総合計画に沿って一
つの方向性のもとに計画的に行な
われます。
　総合計画は、市民ニーズや各自
治体の行政課題を反映させること
が必要不可欠で、地方自治法第２
条には「市町村は基本構想を策定
し、議会の議決を受けること」が
義務付けられています。 

■総合計画は三本立て
　総合計画は、一般に長期のまち
づくりのビジョン（目指すべき将
来都市像）を示す基本構想、基本
構想で示された都市像を実現する
ための施策を定める長期計画であ
る基本計画、基本計画で方向付け
られた施策を具体的な事業として
実現する実施計画の三つの計画で
構成されています。
　山梨市の総合計画も、基本構想・
基本計画・実施計画の三本立てに
なっています。 
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アンケートから（提出者 10 人・回収率 43.48％）

●開催時期、時間、曜日、会
議の長さ、については８～９
割りの人からこのままでよい
という回答をいただきまし
た。また、会議の進め方につ
いては７割が適当であるとい
う回答を寄せています。

80 代

70代

60代
50代

40代

30代

20 代10 代

年代別割合

【自由意見から】
◆雨が降ったせいか、人が少なかったが、若い人たちが多
かったので良かった。今後も若い人たちがたくさん出席し、
地域の発展に努めていただきたい。
◆良いミーティングでした。
◆甲州独特の屋根を持つ古民家を残すには行政の援助も必
要と考えます。個人（家の持ち主）の考えもありますが、
重要性の説明も必要です。活用方法として、古民家のマッ
プを作成して、その地域を歩く、そして個々の古民家の説
明板などがあれば、地域がそのまま観光地となると思うの
ですが、いかがでしょうか。

テ
ー
マ
３

「
人
々
が
集
う
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
西
保
公
民
館

　
　

参
加
者
：
33
人
（
地
区
人
口　

８
３
９
人
）

10 月 16 日㈮

西 保 地 区

　

三
富
地
域
と
同
様
に
、
乙
女
高
原
や
乙
女

湖
、
長
野
県
境
ま
で
広
が
る
豊
か
な
自
然
環

境
と
、
鼓
川
温
泉
周
辺
の
景
観
が
魅
力
の
西

保
地
区
。
市
内
11
地
区
で
最
も
人
口
の
少
な

い
地
区
で
す
が
、毎
年
夏
に
行
な
わ
れ
る「
鼓

川
温
泉
灯
篭
ま
つ
り
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
地
域
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
の
取
り
組
み

は
、
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
高
齢
化
が

進
む
と
同
時
に
増
え
続
け
る
耕
作
放
棄
地
の

活
用
策
と
鳥
獣
害
対
策
が
大
き
な
課
題
と
し

て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
農
業
と
観
光

を
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
と
の
交

流
人
口
を
増
や
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た

い
」「
農
作
物
や
加
工
食
品
の
販
売
場
所
と
販

路
を
確
保
し
た
い
」「
林
業
体
験
で
市
を
訪
れ

て
い
る
東
京
都
墨
田
区
と
農
業
で
の
交
流
が

で
き
な
い
か
」
な
ど
の
話
が
出
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
経

過
か
ら
、
農
家
が
増
え
る
と
い
う
可
能
性
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
福
島
県
喜
多
方
市
や
徳
島

県
上
勝
町
な
ど
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
も

住
民
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
振
興
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
近
く
で
は
『
道
の
駅
と

よ
と
み
』
な
ど
の
成
功
例
も
あ
る
。
市
も
応

援
は
し
て
い
く
が
、
地
域
の
グ
ル
ー
プ
が
核

に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
も
必
要
」
と
具
体

的
な
例
を
挙
げ
、
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
栽
培
を
本
格
的
に
行
な
う
に

は
、
果
樹
栽
培
区
域
と
区
分
け
す
る
な
ど
、

圃
場
の
整
備
も
含
ん
だ
基
盤
整
備
が
必
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
事
業
の
継
続
」
や
「
乙
女
湖
周
辺
や
秩

父
裏
街
道
の
観
光
開
発
」「
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
野
背
坂
線
の
早
期
完
成
」「
生
活
道
路
の

拡
幅
と
冬
期
の
道
路
対
策
」「
災
害
時
の
避

難
場
所
の
整
備
」「
天
王
サ
ク
ラ
の
保
護
と

案
内
板
の
設
置
」「
安
心
し
て
子
ど
も
が
産

め
る
よ
う
産
科
の
誘
致
を
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
数
多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

アンケートから（提出者７人・回収率 21.21％）

●開催時期、時間は９割の人	
からこのままでよいという回
答をいただきましたが、会議
の長さは長いという意見と短
いという回答が寄せられ、進
め方についても現状でいいと
いう答えは半数のみでした。
●この地域の特徴として、参加者の
ほとんどが毎年参加していること、女性の参加が多く、ま
た、参加するだけでなく意見や要望を積極的に発言するこ
とが挙げられます。地域の行事と重なってしまい、若い年
代の参加者が得られなかったことが残念でした。

70代

60代

50代

年代別割合

【自由意見から】
◆型にはまったタウンミーティングなら必要ない。区長会
において発表する人たちを決めているようでは、本当の意
見は出ないと思う。
◆市長の話や担当課長の説明が長いと、お願いしたいこと
を言う時間がなくなってしまう。

テ
ー
マ
７

「
豊
か
な
心
や
個
性
を
育
む

　
　
　
　
　
　
　

教
育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
三
富
公
民
館
（
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

　
　

参
加
者
：
23
人
（
地
区
人
口　

１
，
１
７
８
人
）

10 月６日㈫

三 富 地 区

　

秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
の
一
画
を
有

し
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
認
定
さ
れ

た
「
西
沢
渓
谷
」
を
代
表
と
す
る
す
ば
ら
し

い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
三
富
地
域
。
毎
年

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
の
地
で
す
が
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
こ
の
自
然
環

境
を
教
育
の
分
野
に
も
生
か
し
、
地
域
に
育

つ
子
ど
も
た
ち
に
「
郷
土
を
愛
す
る
心
」
を

芽
生
え
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
「
核
と
な

る
施
設
が
欲
し
い
」、　

ま
た
「
児
童
生
徒
が

年
々
減
少
し
て
い
っ
て
い
る
。
若
者
定
住
と

結
婚
対
策
を
」
と
い
う
要
望
が
出
ま
し
た
。

　

市
で
は
現
在
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
を
進
め
て
い
ま
す
。
箱
モ
ノ
の
博
物

館
で
は
な
く
、「
ま
ち
全
体
」
を
博
物
館
と

し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
の
構
想
を
上
手
に
活

用
し
、「
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と
発
掘
し
て

い
く
こ
と
が
、
住
ん
で
も
い
い
、
住
み
た
い

と
思
え
る
魅
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。
施
設
は
既
存
の
も
の

を
有
効
活
用
す
る
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
意
見
を
」
と
、
市
長

が
答
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
地
域
に

残
る
古
民
家
の
景
観
を
保
存
し
た
い
」「
一

の
釜
や
清
水
渓
谷
を
も
っ
と
世
に
出
し
た
い

の
で
案
内
板
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」「
観
光

Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
地
域
の
雇
用
創
出
と
い
う

面
で
、森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
を
」

「
山
梨
市
駅
か
ら
西
沢
渓
谷
の
間
に
立
ち
寄

れ
る
場
所
が
欲
し
い
」「
地
域
に
た
く
さ
ん

あ
る
雑
木
林
の
有
効
活
用
を
」
な
ど
の
意
見

が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
鳥
獣
害
対
策
や
集
落
内
の
道

路
整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

牧
丘
地
域
の
中
で
も
特
産
の
巨
峰
づ
く
り

が
一
番
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
中
牧
地

区
。
こ
の
地
区
の
皆
さ
ん
の
一
番
の
関
心
事

は
、
地
域
内
に
あ
る
施
設
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
フ
フ
と
ゴ
ル
フ
場
計
画
跡
地

の
現
状
と
今
後
の
活
用
策
。
い
ず
れ
も
上
手

に
活
用
が
で
き
れ
ば
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る

に
は
最
高
の
場
所
だ
け
に
、
何
と
か
な
ら
な

い
も
の
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
フ
に
つ
い
て
は
、
木
造
施
設
な
の
で
老

朽
化
が
進
み
維
持
管
理
が
大
変
な
こ
と
、
借

入
残
高
は
約
２
億
８
千
万
円
で
、
27
年
ま
で

償
還
が
続
く
こ
と
、
対
個
人
客
で
の
常
時
経

営
は
現
状
で
は
難
し
い
た
め
、
学
生
・
企
業
・

団
体
な
ど
の
研
修
の
受
け
入
れ
の
み
行
な
っ

て
い
る
こ
と
、
支
援
す
る
会
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
継
続
し
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど

を
、
市
長
と
担
当
課
長
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ゴ
ル
フ
場
計
画
跡
地
に
市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意

テ
ー
マ
３

「
人
々
が
集
う
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
中
牧
公
民
館

　
　

参
加
者
：
45
人
（
地
区
人
口　

１
，
６
９
５
人
）

10 月 19 日㈪

中 牧 地 区
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見
が
出
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
市
有
林
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
内
に
個
人
の
農
地

が
点
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を
整
理
し
な
い
と

何
も
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
市
有
林
部
分
で

は
、
都
市
と
の
交
流
事
業
で
植
樹
作
業
な
ど

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

は
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
実
現
は

難
し
い
と
い
う
の
が
実
状
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
防
護
柵

の
設
置
に
つ
い
て
」「
農
業
の
後
継
者
対
策
」

「
果
樹
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」「
都
市
と
の
交
流
」

「
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
」
な
ど
の
要

望
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
若
い
世
代

の
参
加
者
が
積
極
的
に
市
長
と
意
見
交
換
を

す
る
場
面
も
あ
り
、
地
域
の
将
来
を
真
剣
に

考
え
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

アンケートから（提出者 14 人・回収率 31.11％）

●開催時期、時間は９割の人	
からこのままでよいという回
答をいただきましたが、会議
の長さは長い・短いという回
答が若干寄せられました。ま
た、３割の人が土・日に開催
してほしいと答えています。
会議の進め方については、適当である
という意見と違う方法がよい・不明が半々に分かれました。

80代

60代

50代
40代

30代

年代別割合

【自由意見から】
◆初めて参加しました。皆さんがまちづくりについて真剣
に多くの意見を出していて、びっくりしました。
◆オーチャードの話が聴けてよかった。市に頼るばかりで
なく、地域に暮らす私たちも考えなければいけないと思っ
た。話を聞きながら、いろいろな考えが浮かびました。
◆質問できる時間が少ない。懇話会に出席した人がもっと
自由に質問ができる場にしてもらいたい。
◆もう少し広く意見が出せる場が欲しい。

テ
ー
マ
１

「
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
潤
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
牧
丘
支
所

　
　

参
加
者
：
23
人
（
地
区
人
口　

２
，
９
９
１
人
）

10 月 27 日 ㈫

諏 訪 地 区

アンケートから（提出者 10 人・回収率 43.48％）

●開催時期、時間は８割の人	
からこのままでよいという回
答をいただきましたが、会議
の長さは短いという回答が若
干寄せられました。また、会
議の進め方については、適当
であるという意見より違う方
法がよい・不明が半分以上を
占めていました。

70代

60代

50代

20代

年代別割合

【自由意見から】
◆地域からの要望を中心に聴く方法にしてもらいたい。
◆タウンミーティングの主旨は何か・過去要望が多いと言
われている中で、考え直す時期に来ていると思う。出席者
が区長ほか数人しか出席しないのは、方法が住民に周知不
足、放送は１～２回のみ、テーマの選択は一方的になり、
さらに住民の参加が減少することになると思う。多くの住
民が参加し、自由に意見が出せるようなタウンミーティン
グでありたい。

　

中
牧
城
址
や
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
中
牧
神
社
な
ど
の
歴
史
遺
産
、
乙
女
湖

か
ら
流
れ
出
る
琴
川
を
代
表
す
る
河
川
、
ぶ

ど
う
畑
の
南
に
富
士
を
仰
ぐ
景
観
の
良
さ
が

自
慢
の
諏
訪
地
区
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
市
の
景
観
百
選
の
選
定
に
対
し
、
こ

れ
ら
の
景
観
を
今
後
ど
の
よ
う
に
保
存
し
、

活
用
し
て
い
く
の
か
、
長
く
保
存
し
て
い
く

に
は
、
何
ら
か
の
規
制
も
必
要
な
の
で
は
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
梨
市
は
平
成
17
年
10
月
に
景
観
保
護
法

の
景
観
行
政
団
体
の
指
定
を
受
け
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
19
年
に

は
、
市
内
を
三
富
地
域
、
牧
丘
地
域
、
山
梨

地
域
の
笛
吹
川
右
岸
、
左
岸
の
４
つ
に
分
け

て
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

景
観
を
保
護
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ル
ー

ル
作
り
も
必
要
で
す
が
、「
ま
ず
は
景
観
推

進
地
区
を
決
め
、
モ
デ
ル
地
域
を
い
く
つ
か

選
定
し
、
課
題
の
整
理
や
推
進
方
法
を
考
え

て
い
き
た
い
」
と
市
長
が
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
間
部
を
抱
え
る
地
域
で
は
不
法

投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

や
看
板
・
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
設
置
、
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
徹
底
し

た
啓
蒙
活
動
を
行
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

｢

ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
つ

い
て
は
、「
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と

市
長
が
答
え
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
活
用
方
法
や
区
独
自
の
取
り
組
み

例
を
区
長
が
発
表
す
る
な
ど
、
出
席
者
間
で

情
報
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
近
況
、

教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
市
の
窓
口
を

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

質
問
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

子どもたちの教育環境を考える
　少子化や過疎化の進行により、小・中学校の小規
模化が進んでいます。全国各地の自治体で、教育効
果の面などから、学級や学校を組織する集団として
望ましい小・中学校の適正規模について研究し、そ
の結果を教育委員会に提示することを目的とした
「小・中学校適正規模研究会」が設置されています。
　昨年８月１日現在で算出した小学校の入学児童数
から予測すると、山梨市でも６年後には現在の小学
校児童数が市内全体で約２割減となります。
　このような現状を受け、市ではこのほど「山梨市
小・中学校適正規模研究会」を立ち上げました。研
究会は、教育委員会・学校関係者、保護者、区長会
関係者で構成されており、１月 18日、市役所にお
いて、開催した第１回研究会では、研究会会長には
林正文さん（山梨市区長会会長）が就任。県の小・
中学校適正規模検討委員会が平成 19年３月に公表
した報告書を参考に、山梨市の望ましい方向性につ
いて協議が行なわれました。

　国では、統廃合の壁となる児童生徒の通学距離の
基準を見直す動きも出ています。
　山梨市では、これまで複式学級解消のための市単
独での教員採用や、子どもたちの安全のために、登
下校時に地域の高齢者に見守りをお願いするなど、
各種取り組みを行なっています。
　今後も、研究会からの意見や地域の実情などを踏
まえ、子どもたちにとってよりよい教育環境づくり
に取り組んでいきます。
●学校教育課学校教育担当（西館３階、内線2313）

いつの時代も、子どもの笑顔は地域の宝。

市内でも有数のビューポイントとなっているオーチャード
ヴィレッジ・フフからの眺め。

10 月 29 日㈭

加 納 岩 地 区
テ
ー
マ
３

「
人
々
が
集
う
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
加
納
岩
公
民
館

　
　

参
加
者
：
28
人
（
地
区
人
口　

７
，
４
１
７
人
）

　

加
納
岩
地
区
は
、
市
内
で
最
も
人
口
の
多

い
地
区
で
あ
り
、
駅
周
辺
に
は
商
業
地
域
、

南
に
は
農
業
地
域
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、

高
校
や
専
門
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
が
あ

り
、
若
者
の
集
ま
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
雇
用
対
策

と
し
て
、「
市
が
中
心
と
な
り
、
新
規
事
業

を
立
ち
上
げ
て
雇
用
確
保
を
」
と
い
う
要
望

が
出
ま
し
た
。
市
も
財
政
が
厳
し
く
新
規
事

業
の
立
ち
上
げ
は
困
難
で
す
が
、
国
の
雇
用

対
策
事
業
を
用
い
て
事
業
展
開
を
行
な
い
、

短
期
間
で
す
が
、
約
40
人
の
雇
用
が
生
み
出

さ
れ
た
こ
と
を
市
長
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

農
業
分
野
で
は
、「
後
継
者
の
確
保
と
育

成
」「
生
産
者
の
収
入
を
安
定
さ
せ
る
た
め

の
流
通
改
革
」「
果
樹
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
」
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も
減
っ
て
お
り
、
着
実
に
市
民
の
意
識
は
高

ま
っ
て
い
る
」
と
市
長
が
答
え
、「
と
て
も

あ
り
が
た
い
提
案
。
地
域
で
も
話
題
に
し
て

も
ら
い
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
大
切
」
と
続
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
、「
現
在
、
女
性
学
級
で

取
り
組
ん
で
い
る
ボ
カ
シ
づ
く
り
が
知
事
表

彰
を
受
け
、
活
動
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
地
域
に
広
が
る
よ
う
続
け
て
い
き
た

い
」と
公
民
館
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
地
域
に
あ
る
資
源
を
有
効
活
用

し
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
取
り
組
み
を
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
木
質
資
源
は

豊
富
な
山
梨
市
で
す
が
、
有
効
活
用
す
る
た

め
に
は
人
手
や
費
用
面
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
市
で
策
定
し
た
「
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
」「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
構
想
」
を
も
と
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
資
源
ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
い
周
知
を
」「
耕
作
放
棄
地

を
学
校
の
総
合
学
習
に
活
用
し
て
は
ど
う

か
」「
渇
水
期
の
水
対
策
を
」「
学
校
給
食
へ

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
」
な
ど
、
ざ
ま
さ

ま
な
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

ＪＲ山梨市駅南地区の整備について【現状と課題】　
　加納岩地区で毎年議題にあがるのが、ＪＲ山梨市
駅の南口整備についてです。今回も、「今後の具体
的な年次計画や地域住民との意見交換などについ
て、市の考え方を聴かせてほしい」という質問が寄
せられました。
　駅南口の整備については、議会においても何度も
取り上げられています。駅南口の開設や広場、道路
などの整備を行なうことで、観光や商業の振興、ま
た生活環境の向上につながるものと推測され、『都
市計画マスタープラン』の中でも、にぎわいのある
中心市街地形成を図るとしています。
　地域にある工場、学校、病院、商店などを含め、
この地に住んでいる皆さんがどのような街を望むの
か、その範囲はどこまでなのか、などを検討して合
意形成を図らなければなりません。この地域の道路
は交通量が多いため、まちづくりの方向が決まらな
いと、道路整備も行なうことができません。
　地域の要望については、これまでにも伺ってきて
いますが、大きな課題がたくさんあり、また、財政

的な見通し、県やＪＲへの要望などを含め考えると、
まだ時間がかかります。
　市では、現在活動している「駅南地域まちづくり
の会」の皆さんとお話をしていく中で、今後も検討
をしていきます。
●都市計画課都市計画担当
　（西館２階、内線 2245）

アンケートから（提出者９人・回収率 32.14％）

●開催時期については「遅い」
と答えた人が１人いました。
それ以外は、時期・時間とも
にこのままでよいという回答
でした。会議の長さは、
「短い」「長い」が１人ずつ。
会議の進め方については、「違う
方法がよい」「不明」が約半数いました。

60代

50代

30代

年代別割合

【自由意見から】
◆参加者が少ない ! テーマ自体もっとわかりやすくし、多
くの区民が参加し、意見を出してもらえる環境を考えてほ
しい。
◆一般市民の参画意識が低い部分を何とか底上げしていく
ように、方法を考え直したほうがいいと思う。地場産業に
関わる人々の代表される意見ばかりだった。少子対策・子
育てに関わる年代の参加者がいないのが残念。
◆駅南口の件など、進展がない。宿題的な質問が出ている
ので、次のときには答えが出るようにすると良いと思う。

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

後
継
者
育
成
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
協
議

会
で
補
助
制
度
の
導
入
や
営
農
指
導
を
し
て

い
る
こ
と
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
販
売
促
進
の

取
り
組
み
を
行
な
い
な
が
ら
、
国
や
県
の
支

援
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
生
産
地
と

し
て
の
認
識
を
消
費
者
に
し
て
も
ら
う
こ
と

が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

な
ど
を
担
当
職
員
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
観
光
公
社
を
立
ち
上
げ
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
情
報
発
信
基
地
と

し
、
市
を
宣
伝
し
た
ら
ど
う
か
」「
観
光
地

の
駐
車
場
対
策
を
」「
市
が
進
め
て
い
る
『
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
』
の
詳
細
を
」「
大

型
店
舗
誘
致
も
含
め
た
商
業
施
設
の
整
備

11 月 ４ 日 ㈬

日 下 部 地 区
テ
ー
マ
１

「
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
潤
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
日
下
部
公
民
館

　
　

参
加
者
：
25
人
（
地
区
人
口　

７
，
１
０
６
人
）

アンケートから（提出者 12 人・回収率 48.00％）

●開催時期については「遅い」
と答えた人が１人いました。
また、開始時間が「早い」と
答えた人が２人いました。
開催日は、「土曜日」「日曜日」
を希望する人が３人いました。
会議の進め方については、６割が
適当であると答えています。

70代

60代
50代

40代

30代

年代別割合

【自由意見から】
◆提案型懇話会とする以上、多くの参加者から提案を受け、
当局の説明は簡単にし、後日文書で説明するほうがいい。
◆若い女性の人たちが参加できる昼間の開催も必要。ハー
ド面・ソフト面・経済面に分け、意見を聞くことも必要。テー
マを決めてやるのもよいが、今、市民が一番望んでいるこ
とを聞くこと、それを行政に反映していくことを基本にす
るとよいと思う。もっと心のこもった対話方式を望む。
◆何回か参加しました。今年度は水道・水路・道の長年の
要望も結果を出していただき、心から感謝しています。

　

日
下
部
地
区
で
は
、「
住
み
よ
い
ま
ち
を

考
え
る
と
き
、
市
民
が
意
識
し
て
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
ぬ
テ
ー
マ
は
環
境
問
題
で
あ
る
」

と
、
環
境
保
全
・
美
化
に
絞
っ
た
懇
話
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
廃
棄
物
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

化
※１
を
目
標
に
シ
ン
ク
タ
ン
ク
※2
を
作
り
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
か
研
究
を
」

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
や
学
校
で
の
環
境
教
育
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、「
環
境
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
量

※１zero	emission　自然界への排出ゼロのシステムを構築する、またはそれを構築するように目指すこと

※２Think	tank　諸分野に関する政策立案・政策提言を主たる業務とする研究機関

早期開発が待たれる JR 山梨市駅南側地域。

を
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
要
望
・
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

11 月 ５ 日 ㈭

八 幡 地 区
テ
ー
マ
３

「
人
々
が
集
う
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
八
幡
公
民
館

　
　

参
加
者
：
32
人
（
地
区
人
口　

３
，
７
７
１
人
）

　

八
幡
地
区
で
は
、
地
域
が
元
気
に
な
る
農

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

懇
話
会
は
、「
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
が
、
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
な
い
現

状
で
は
、
子
ど
も
に
農
業
を
継
が
せ
よ
う
と

は
思
わ
な
い
。
若
い
人
た
ち
も
農
業
へ
の
魅

力
を
感
じ
て
い
な
い
の
で
は
？
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
も
難
し
い
。
こ
れ

か
ら
農
業
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」
と

い
う
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

農
業
の
衰
退
は
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
・

価
格
の
不
安
定
・
収
益
に
結
び
付
か
な
い
な

ど
、
国
全
体
に
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、隣
の
長
野
県
川
上
村
の
よ
う
に
、

行
政
・
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

生ゴミをたい肥化させるボカシづくりに取り組む日下部
公民館の女性学級。
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アンケートから（提出者 11 人・回収率 34.38％）

●開催時期については「遅い」
と答えた人が１人いました。
また、開始時間が「早い」が
２人、「遅い」が１人いました。
開催日は、「土曜日」を希望す
る人が２人いました。
会議の進め方については、６割が
適当であると答えています。

60代
50代

40代

30代

年代別割合

【自由意見から】
◆ 20代、30代の人が少なすぎる。若い人たちの話しあ
う場を設けたほうがいいのではないか。
◆「検討します」という回答があったが、検討結果はちゃ
んと地元に報告されるのか？報告しないのであれば「回答」
にならないのでは？
◆事前に資料が提示され、進め方がわかっていれば、もっ
と多くの人が議論に入っていけると思います。
◆市長がまず考えを話し、地区の意見を問う方法のほうが
いいと思う。

11 月 17 日㈫

山 梨 地 区
テ
ー
マ
３

「
人
々
が
集
う
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
山
梨
公
民
館

　
　

参
加
者
：
33
人
（
地
区
人
口　

４
，
７
６
４
人
）

　

笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
や
根
津
記
念
館
な

ど
市
を
代
表
す
る
集
客
施
設
が
あ
る
山
梨
地

区
で
は
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
果
樹
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
農
業
と
観
光
を
結
び
付
け
て

地
域
の
活
性
化
を
図
る
方
法
な
ど
が
議
題
に

上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
の
農
地
は
、
傾
斜
地
が
多
い
た

め
、
同
じ
作
業
を
す
る
に
も
人
力
で
は
重
労

働
と
な
り
ま
す
。
機
械
で
の
作
業
が
で
き
る

よ
う
、
道
路
な
ど
基
盤
整
備
に
力
を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
く
だ
も
の
」
と
「
自
然
景
観
」「
観

光
施
設
」
を
結
び
つ
け
た
周
年
観
光
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
と
い
う
要
望
や
、
矢
坪
地
区

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
で
行
な
っ
て
い
る
都
市
と

の
交
流
事
例
の
紹
介
が
あ
り
、
各
種
情
報
発

信
や
都
市
と
農
村
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
立
の
必
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
全
て
一
度
に
取

り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
優
先
順
位
を

つ
け
な
が
ら
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

な
が
ら
、
万
力
山
路
は
若
者
が
中
心
と
な
っ

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
て
い
る
の

で
、
基
盤
整
備
に
つ
い
て
も
、
マ
ッ
プ
な
ど

を
作
っ
て
素
案
を
提
示
し
て
ほ
し
い
と
、
担

当
課
長
が
地
域
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
牧
丘
の
巨
峰
」「
岩
手
の
サ
ク
ラ

ン
ボ
」「
加
納
岩
の
モ
モ
」
な
ど
の
よ
う
に
、

地
域
が
同
一
品
種
に
取
り
組
む
こ
と
で
出
荷

量
が
確
保
で
き
れ
ば
、
観
光
施
設
と
果
物
狩

り
を
合
わ
せ
た
宣
伝
が
可
能
に
な
る
こ
と
、

直
売
所
甲
子
園
で
優
勝
し
た
「
道
の
駅
と
よ

と
み
」
で
は
、
生
産
者
が
直
売
所
の
運
営
に

積
極
的
に
参
画
し
、「
道
の
駅
」
が
農
家
の

自
立
と
地
域
農
業
活
性
化
、
交
流
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
正
徳
寺
の
農
工
団
地
の
現

状
」「
根
津
記
念
館
の
経
過
」「
環
境
問
題
に

関
す
る
モ
ラ
ル
の
低
下
」
な
ど
に
つ
い
て
、

質
問
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

て
取
り
組
み
、
成
功
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま

す
。市
で
も
各
種
の
補
助
制
度
を
設
け
た
り
、

基
盤
整
備
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
農
家
の
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

退
職
し
て
か
ら
農
業
を
継
い
だ
参
加
者
が

「
退
職
予
定
者
を
対
象
と
し
た
Ｊ
Ａ
の
講
習

会
が
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
話
す
と
、「
兼

業
農
家
を
対
象
と
し
た
講
習
会
の
土
曜
開
催

や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
も
役
に
立
っ
て
い
る
、
今

後
も
そ
う
い
う
取
り
組
み
を
働
き
か
け
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
不
法
投
棄
防
止
」「
ゴ
ミ
の

分
別
徹
底
化
の
呼
び
か
け
を
」「
水
が
森
林

道
の
桜
の
木
の
整
備
」「
バ
ス
停
の
整
備
」

な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
終
わ
り
に
、
市
長
が
地
域
の
道
路
整

備
状
況
に
つ
い
て
、現
状
の
説
明
を
行
な
い
、

事
業
の
早
期
完
成
に
向
け
、
改
め
て
地
域
の

皆
さ
ん
に
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

農家を対象とした主な補助制度
事業名 農地流動化推進補助金

目　的 耕作放棄地発生防止および遊休農地の有効活用 対象者 認定農業者・担い手農業者（※１）・新規就農者

対象事業
農業委員会を通した賃借を行なったもの
農地法第３条の申請による所有権移転を行なったもの

交付要件
・利用権設定などをしたあとも農用地として利用すること
◦対象農用地面積　100㎡以上

補助金額

①農業委員会を通した賃借を行なったもので、契約期間が
　・３年以上６年未満であるとき　5,000 円　　
　・６年以上であるとき　10,000 円
②農地法第３条の申請による所有権移転を行なったもので、かつ、補助金交付対象者が認定農業者であるとき　
　　25,000 円
③交付対象者が認定農業者であり、対象面積が 10 ａ以上の場合　算定額に 10,000 円を加算

事業名 遊休農地改善利用集積補助金

目　的
荒廃農地および遊休農地の解消を図るため、
生産規模拡大の支援と農地の流動化を推進する

対象者 認定農業者・担い手農業者（※１）・新規就農者

対象事業
荒廃農地・遊休農地を機械などを利用して伐根、整地などを行なったもので、次に掲げるもの
　・農業委員会を通した賃借を行なったもののうち、設定期間が５年以上のもの
　・農地法第 3 条の申請による所有権移転を行なったもの

交付要件
・利用権設定または所有権の移転後も５年以上農用地として利用すること
◦対象農用地面積　100㎡以上

補助金額 対象農用地 10 ａ当たり 50,000 円

事業名 有害獣防除用施設設置費補助金

目　的 農作物をイノシシ、シカなどの被害から守る 対象者
市内に住所を有し、山梨市農地基本台帳に登録され
た農地を耕作する農家

対象事業 防護柵などの設置に係る費用のうちの資材費

交付要件
◦農家一戸当たり農地一か所（同一農家が所有または耕作する連続した農地を含む）、防護資材の種類は１つ
◦複数の農家が共同設置する場合も対象とする

補助金額

①電気柵……………農家一戸当たり補助金額 50,000 円を限度額とし、資材費の 1/2 以内
②金属製柵…………農家一戸当たり補助金額 45,000 円を限度額とし、資材費の 1/2 以内
③金属製網…………農家一戸当たり補助金額 30,000 円を限度額とし、資材費の 1/2 以内
④金属製以外の網…農家一戸当たり補助金額 12,000 円を限度額とし、資材費の 1/2 以内

事業名 中山間地域等直接支払制度事業

目　的
中山間地などにおいて農業生産活動の維持を通
じて耕作放棄の発生を防止することにより、農
地の保全と良好な景観などを確保する

対象者 市と集落協定の締結を行なっている集落内の農業者

対象事業
①耕作放棄の防止　②道水路維持管理　③集落の景観形成などの取り組み（以上は必須項目）　
④機械・農作業などの共同化　⑤認定農業者の育成など　⑥都市住民との交流など

交付要件

◦農業振興地域である農地
◦ 1ha 以上の団地の農用地で、次の傾斜に該当する農地
　　「田」　緩傾斜　1/100 以上で 1/20 未満　　急傾斜　1/20 以上
　　「畑」　緩傾斜　８度以上 15 度未満　　急傾斜　15 度以上

補助金額

　　「田」　緩傾斜　800 円／ a　　急傾斜　2,100 円／ a
　　「畑」　緩傾斜　350 円／ a　　急傾斜　1,150 円／ a
ただし、対象事業の内容で、必須項目が未実施の場合には、上記単価の８割単価。10 割単価にするには、必須項
目と④⑤⑥の中から２個以上事業を行なうことが必要。平成 22 年度からは、交付要件が若干変更になる予定です。

※１　担い手農業者・新規農業者については、65 歳以下であること、農業経営面積が 50 ａ（三富地域は 20 ａ）を超える者で
　　　あること、農業従事日数が年間 150 日以上（新規就農者は見込み）であること
■山梨市地域耕作放棄地対策協議会による耕作放棄地解消の各種支援については、「広報やまなし」2009年９月号で紹介しています。
　上記以外にも、各種融資制度があります。詳しくはお問い合わせください。農林課農地担当（西館２階・内線 2217）
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11 月 19 日㈭

日 川 地 区
テ
ー
マ
４

「
都
市
基
盤
の
整
っ
た
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
日
川
公
民
館

　
　

参
加
者
：
27
人
（
地
区
人
口　

４
，
７
６
４
人
）

　

地
区
内
を
日
川
と
重
川
、
大
き
な
河
川
が

２
つ
流
れ
る
日
川
地
区
の
大
き
な
関
心
ご
と

は
、
や
は
り
水
防
対
策
で
す
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
出
水
時
の

防
水
対
策
と
し
て
、
危
険
箇
所
へ
の
テ
ト
ラ

ポ
ッ
ト
の
設
置
と
河
川
の
中
に
茂
っ
て
い
る

大
き
な
木
の
伐
採
の
要
望
が
出
ま
し
た
。

　

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
の

場
所
の
要
望
を
聴
き
、
県
の
河
川
担
当
と
現

地
調
査
を
し
、
ど
の
場
所
に
設
置
を
す
る
か

協
議
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

河
川
内
の
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
２
つ

の
河
川
と
同
様
な
状
態
は
県
内
各
地
に
見
ら

れ
ま
す
。
河
川
を
管
理
し
て
い
る
県
か
ら
、

「
可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
く
」
と
回
答
を

得
て
い
ま
す
。
３
年
ほ
ど
前
、
台
風
が
接
近

し
た
際
、重
川
が
増
水
し
、か
な
り
危
険
だ
っ

た
の
で
、
市
で
は
、
出
水
期
ま
で
に
は
伐
採

が
済
む
よ
う
、
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
水
問
題
で
、
冬
季
は
河
川

の
水
位
が
下
が
り
、
地
区
内
の
水
路
へ
の
水

の
取
り
入
れ
が
で
き
ず
、
火
災
が
起
こ
っ
た

アンケートから（提出者 17 人・回収率 39.53％）

●開催時期については「遅い」
と答えた人が２人いました。
また、開始時間が「早い」と
答えた人が４人いました。
開催日は、「土曜日」「日曜日」
を希望する人が４人いました。
会議の長さは、「長い」「短い」が
各２人いました。

70代

60代

50代

40代

年代別割合

【自由意見から】
◆テーマをしぼって、参加者の発言時間を確保してほしい。
◆意見交換会の各議題を、参加者全員に配布してもらいた
かった。
◆７つのテーマから１つを選ぶことは無理があるが、岩手
の場合、たくさんの質問を採用していただいたので満足し
ています。多くの人が集まったのは、多くの議題を取り上
げてもらえたこと、事前に回覧し、各組 1人以上必ず出
席を呼びかけたこと、防災無線やＪＡの放送で呼び掛けし
た効果だと思う。2007 年９月の台風９号で増水した重川と重川橋。

11 月 18 日㈬

岩 手 地 区
テ
ー
マ

「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
岩
手
公
民
館

　
　

参
加
者
：
43
人
（
地
区
人
口　

１
，
２
４
７
人
）

　

岩
手
地
区
で
は
、「
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

テ
ー
マ
を
１
つ
に
絞
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
う
地
区
か
ら
の
要
望
で
、
全
て
を
合
わ

せ
て
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
自
然
環
境
と
景
観
の
保
全
、
不
法
投
棄

の
防
止
に
つ
い
て
」「
公
園
緑
地
の
整
備
に

つ
い
て
」「
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
」「
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
」「
果
樹

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
伴
う
行
政
の
指
導
と
支
援

活
動
に
つ
い
て
」「
観
光
振
興
に
伴
う
岩
手

地
域
の
景
観
と
観
光
農
園
と
の
組
み
合
わ
せ

に
つ
い
て
」「
久
保
堰
へ
の
水
の
取
り
入
れ

に
つ
い
て
」「
藤
の
木
団
地
の
入
居
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
」「
市
道
村
西
大
久
保
線

の
進
捗
状
況
」「
岩
手
橋
の
架
け
替
え
・
修

復
に
つ
い
て
」「
市
の
行
財
政
改
革
の
現
状
」

「
広
報
と
防
災
行
政
無
線
の
効
果
的
活
用
に

つ
い
て
」「
学
校
施
設
の
早
期
耐
震
化
」な
ど
、

多
く
の
質
問
や
要
望
が
出
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る「
廃
食
油
」を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
と
し
て
再
利
用
す
る
取
り
組
み
が

行
な
わ
れ
て
お
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
こ
の

燃
料
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
毎
年
議
題
と
な

る
「
久
保
堰
へ
の
水
の
取
り
入
れ
」
に
つ
い

て
は
、
市
も
県
に
何
度
も
話
を
し
て
い
る
こ

と
、
解
決
に
向
け
て
よ
う
や
く
動
き
出
し
た

こ
と
が
担
当
課
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
市
道
村
西
大
久
保
線
」
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
事
業
を
行

な
う
予
定
で
あ
る
こ
と
、「
岩
手
橋
」
に
つ

い
て
は
橋
梁
寿
命
化
計
画
の
中
で
25
年
度
ま

で
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
く
こ
と
、
市
内

に
は
橋
が
非
常
に
多
く
、
多
く
の
費
用
も
か

か
る
た
め
、「
県
や
甲
州
市
と
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
、
市
長
が
回
答
し

ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
第
二
次
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
が
始

ま
る
こ
と
を
担
当
課
長
が
説
明
し
、「
改
革

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
」
と
お
願
い

し
ま
し
た
。

アンケートから（提出者 13 人・回収率 39.39％）

●開催時期・開始時間は、全員が
「ちょうどよい」と答えています。
開催日は、「土曜日」を希望す
る人が２人、会議の長さは
「短い」と答えた人が１人
いました。会議の進め方に
ついては、７割が適当であると
答えていますが、無回答も２人いました。

不明

70代

60代

50代

40代

年代別割合

【自由意見から】
◆市長の話が長すぎる。
◆事前にＱ＆Ａが用意して
あり、型どおりの懇話会で
あると感じられる。全てフ
リーのテーマで実施を。

と
き
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
で
あ
る
、
地

域
内
の
道
が
狭
く
消
防
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
で

き
な
い
、
水
路
の
上
に
溝
ふ
た
を
か
け
る
よ

う
な
対
応
策
を
と
い
う
要
望
が
出
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
現
地
を
確
認
し
て
か
ら
の
対
応

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
書
面
で
の
正
式
な
申

請
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
合
わ
せ
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
消
火
栓
の
増
設
を
」「
河
川

の
汚
れ
対
策
を
」「
地
域
の
公
会
堂
の
耐
震

改
修
を
」「
集
団
健
診
の
場
所
が
遠
く
て
大

変
」「
防
犯
灯
・
街
路
灯
の
補
助
に
つ
い
て
」

「
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
」「
大
宮
五
所
大

神
の
ク
ロ
マ
ツ
（
指
定
文
化
財
）
保
存
の
補

助
を
」
な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

アンケートから（提出者４人・回収率 14.81％）

70代

60代

40代

年代別割合

●日川地区では、説明不足からか、
アンケートの提出がほとんど
得られませんでした。
開催時期・時間・会議の長さ
については「遅い」と答えた
人が１人、「土曜日」に開催を
希望する人が１人いました。
●自由意見欄への意見・要望などは
特にありませんでした。

岩手といえば、サクランボ狩り。シーズンには、
１日に何十台もの大型バスが訪れる。１年のうち
で、地域が最も賑わいを見せる季節でもある。
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移
住
人
口
の
多
い
後
屋
敷
地
区
で
は
、「
若

者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
就
労
場
所

確
保
の
た
め
の
企
業
誘
致
の
現
状
」「
東
山

梨
駅
周
辺
の
開
発
と
整
備
計
画
に
つ
い
て
」

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
中
の

連
方
屋
敷
の
位
置
づ
け
と
市
外
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
、
長
期
道
路
網
整
備
計
画
に
つ
い
て
」

な
ど
、
市
当
局
の
考
え
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
昨
年
度
「
山
梨
市
商
工
業
振
興
指

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
誘
致
活
動
と
し
て

は
「
企
業
誘
致
フ
ェ
ア
」「
山
梨
企
業
立
地

セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
経
済
状
況
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

企
業
自
体
が
事
業
拡
大
を
す
る
積
極
性
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
11
月
か
ら
旧
市
役

所
庁
舎
に
従
業
員
９
人
の
民
間
企
業
が
入
り

ま
し
た
。
今
後
も
農
工
団
地
だ
け
で
な
く
、

空
き
工
場
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
調
査
を

行
な
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
誘
致

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

東
山
梨
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在

進
め
て
い
る
小
原
東
・
東
後
屋
敷
線
の
工
事

が
完
成
す
る
と
、
交
通
緩
和
と
周
辺
の
民
間

開
発
が
誘
導
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。　

　

連
方
屋
敷
は
、
県
内
で
も
出
土
事
例
の
少

な
い
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
遺
物

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
宝
の
清
白

寺
仏
殿
、
新
町
の
街
並
み
、
八
日
市
場
跡
な

ど
屋
敷
周
辺
に
も
歴
史
・
文
化
資
源
が
残
っ

て
い
ま
す
。
整
備
活
用
委
員
会
の
意
見
を
も

と
に
、
課
題
や
手
法
な
ど
を
整
理
し
て
活
用

方
向
を
示
す
予
定
で
す
。長
期
道
路
計
画
は
、

今
年
度
末
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
農
家
後
継
者
の
嫁
不
足
解

消
対
策
と
し
て
他
地
域
の
若
者
と
の
交
流

を
」「
果
樹
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売
経
路
の

確
立
を
」「
下
水
道
の
整
備
計
画
と
財
源
に

つ
い
て
」「
防
災
対
策
に
つ
い
て
」「
リ
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ

い
て
」「
防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い
て
」
な

ど
の
質
問
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

アンケートから（提出者 16 人・回収率 47.06％）

●開催時期については「遅い」が
２人、開始時間は「早い」が４人
いました。開催日は、「土曜日」
を希望する人が４人、会議の
長さは、「短い」と答えた人が
２人、無回答が３人いました。
会議の進め方は、「適当である」と
「違う方法」「無回答」が半々でした。

70代

60代

50代

30代

年代別割合
【自由意見から】
◆テーマを決めずに自由に意見を出す方式がよい。久しぶ
りに出席したが、地元の参加者が少なく、活気がないよう
に思われた。このままでは意義がないような気がする。
◆タウンミーティングは、一般市民が行政について考える
と同時に日常感じていることを意見発表できる重要な場と
考える。区長会で取り決めた質問事項は一般住民の総意で
はない。２時間の時間設定があるなら、区長の質問を１時
間、残りをフリートークにすべき。
◆参加者を市のほうでもっと指定してほしい。

11 月 26 日㈭

後 屋 敷 地 区
テ
ー
マ
３

「
人
々
が
集
う
活
力
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

会　

場
：
後
屋
敷
公
民
館

　
　

参
加
者
：
34
人
（
地
区
人
口　

３
，
６
９
７
人
）

タウンミーティングを
終えて

　

平
成
21
年
10
月
６
日
か
ら
11
月
26
日
ま

で
、
市
内
11
地
区
に
お
い
て
開
催
し
た
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
【
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
】

が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
全
体
で

３
４
６
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

新
市
発
足
か
ら
始
め
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
今
回
で
５
回
目
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
解

決
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
５
年
が
経
過
す

る
中
で
、
よ
う
や
く
見
通
し
の
つ
い
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
、
具
体
的
な
動
き
が
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
で
解
決
で
き
な
い
も
の
だ

か
ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な
場
で
「
な
ん
と
か
し

て
ほ
し
い
」
と
要
望
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
か
と
い
っ
て
、
行
政
だ
け
で
解
決
で
き

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
行
政

と
が
協
力
し
て
、
初
め
て
解
決
に
向
け
て
の

糸
口
が
見
つ
か
る
…
…
、
そ
ん
な
も
の
が
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
は

住
民
と
行
政
の
連
携
が
不
可
欠

　
「
現
在
、
私
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

自
治
会
に
加
入
し
な
い
人
が
増
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
自
治
会
で

は
、
解
散
し
た
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
い

ま
す
。」

　

こ
れ
は
、
県
外
の
あ
る
自
治
体
の
広
報
誌

に
載
っ
て
い
た
文
章
で
す
。
自
治
会
を「
組
」

と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
れ
ば
、
山
梨
市
で

も
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。

　

各
種
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
い
る
今
、

隣
近
所
と
い
う
も
の
を
意
識
し
な
く
て
も
、

ま
た
無
理
に
付
き
合
わ
な
く
て
も
、
日
常
生

活
に
極
端
な
不
便
は
感
じ
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
何
か
あ
っ
た
ら
、
市
役
所
に
直

接
話
を
す
れ
ば
済
む
こ
と
だ
か
ら
」
そ
う
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、高
齢
者
の
介
護
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の
確
保
な
ど
、

次
々
に
発
生
す
る
新
た
な
課
題
に
、
行
政
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
地
方
分
権
が
さ

ら
に
進
め
ば
、
自
治
体
の
役
割
は
増
え
、
そ

れ
に
伴
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性

も
再
認
識
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

行
政
に
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
し
て
も
、

一
方
が
お
願
い
や
批
判
を
す
る
だ
け
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
市
で
は
、「
市
民
の
持
つ
地
域
力
」

と「
事
業
者
が
持
つ
専
門
性
」と「
行
政
」が
、

お
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
よ
い
山
梨
市
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
核
と
な
る

の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

の
で
す
。

　

市
内
に
は
、
11
の
大
き
な
地
区
が
あ
り
、

そ
の
中
に
86
の
区
（
自
治
会
）
が
あ
り
ま

す
。
各
地
区
に
は
市
長
が
委
嘱
し
た
区
長
が

お
り
、
行
政
と
地
域
と
の
橋
渡
し
を
す
る
ほ

か
、
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
の
長
と
し
て
、
大

切
な
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
市

が
提
示
し
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
各
地
区
に
お

い
て
最
も
関
心
の
あ
る
も
の
を
１
つ
選
ん
で

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
中
心
に
話
し
合
い
を
進

め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
今
、
地
域
で
も
っ

と
も
関
心
の
あ
る
こ
と
、
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
」
を
地
域
に
住
む

人
々
が
再
確
認
で
き
る
場
に
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
の
も
の
で
し
た
。
11
地
区
の
中
で

６
地
区
が
、「
人
々
が
集
う
活
力
に
満
ち
た

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
選

び
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
先
に
報
告
し
た

と
お
り
、地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
い
た
だ
い
た
意

見
の
一
部
も
紹
介
し
ま
し
た
。そ
の
多
く
が
、

「
予
め
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、も
っ

と
自
由
な
意
見
を
言
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
ま
た
、「
区
長
会
で
取
り

決
め
た
質
問
事
項
は
一
般
住
民
の
総
意
で
は

な
い
」
と
い
う
ご
意
見
も
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
会
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
を
、
市
が
各
地
区
の
区
長
に

十
分
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な

原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
明
ら
か
に

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
住
民
自
治
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
地
区
も
あ
り
、
そ
れ
は
と

て
も
喜
ば
し
い
で
き
ご
と
で
し
た
。

　

今
回
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
は
、
こ

こ
に
紹
介
し
た
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
き
く
取
り
上
げ
た
い
課
題
や

市
全
体
に
紹
介
し
た
い
地
域
の
取
り
組
み
も

あ
り
ま
す
。
今
回
の
報
告
で
終
わ
る
こ
と
な

く
、
折
を
見
て
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課
広
聴
広
報
担
当

（
西
館
４
階
、
内
線
２
４
４
５
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載　

300
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タウンミーティングへの参加人数の変化

現在も発掘調査が行なわれている連方屋敷

清白寺本殿と緑色の花が

めずらしい桜・御
ぎょいこう

衣黄



広報やまなし 2010.3-20広報やまなし 2010.3-21

区　分
給料月額 退職手当

給料 報酬 期末手当 算定方式 支給時期
市　長 810,000 円 （20 年度）

4.45 月分
81 万円×在職月数× 42/100

任期ごと
副市長 620,000 円 62 万円×在職月数× 25/100
議　長 370,000 円

（20 年度）
3.35 月分副議長 345,000 円

議　員 335,000 円

特別職の報酬等の状況

区　分
職員数
（A）

給　　与　　費
給　料 職員手当 期末・勤勉手当 　計（B）

21 年度 404 人 15 億 998 万９千円 ２億 2,007 万９千円 ６億 3,500 万７千円 23 億 6,507 万５千円

区　　　　分 経験年数 10 ～ 15 年 経験年数 15 ～ 20 年 経験年数 20 ～ 25 年

一般行政職
大学卒 275,344 円 303,539 円 347,750 円
高校卒 該当者なし 252,650 円 299,550 円

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 43.2 歳 324,598 円 382,424 円

区　　　　分 初任給

一般行政職
大学卒 172,200 円
高校卒 140,100 円

山梨市 国
（20 年度支給割合）　
期末手当　３月分　勤勉手当　1.5 月分

（加算措置の状況）　
職制上の段階、職務の級などによる加算措置

役職加算　
5 ～ 15％

役職加算　　5 ～ 20％
管理職加算 10 ～ 25％

　　　　　　　　　　　区　分

　　　部　門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
20 年度 21 年度

福祉関係を除く
一般行政部門

議　　会 4 4 0
総　　務 79 77 ー 2 庁舎などの移転業務の縮小による減

税　　務 20 22 2 県派遣職員の期間満了に伴う市職員配置による増

労　　働 2 2 0
農林水産 19 18 ー 1 地籍調査業務の縮小による減

商　　工 17 17 0
土　　木 27 26 ー 1 区画整理業務の縮小による減

小　　計 168 166 ー 2

福祉関係
民　　生 86 84 ー 2 退職職員への臨時職員配置による減

衛　　生 31 32 1 保健師業務の充実による増

小　　計 117 116 ー 1
一般行政部門計 285 282 ー 3

教　　育 88 80 ー 8 体育館などの指定管理者への委託による減

小　　計 88 80 ー 8

公営企業等
会計部門

水　　道 18 17 ー 1 派遣職員の配置による減

下  水  道 9 9 0
そ  の  他 20 21 1 国民健康保険業務の充実による増

小　　計 47 47 0
合　　計 420 409 ー 11

市
職
員
の
給
与
な
ど
を
公
表
し
ま
す

職員の給与は、基本給（給料）と扶養手当、住居手当、期末勤勉手当などの諸手当から
成り立っています。

１人当り給与費　B ／ A　585 万４千円
（注）１. 職員手当には退職手当を含まない。　２. 職員数および給与費は当初予算に計上されたものである。

一般行政職の初任給は、国と同じです。

給料に扶養手当・通勤手当など
の手当を足したものが給与です。

職員給与費の状況（普通会計予算）

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

職員の初任給の状況

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

職員の手当の状況

（１）期末手当・勤勉手当 （２）退職手当 国と同じです。

勤続年数
支　給　率

その他の加算措置
自己都合 勧奨・定年

20 年 23.50 月分 30.55 月分
定年前早期退職

特例措置

（２％～ 20％加算）

25 年 33.50 月分 41.34 月分

35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

手　　当 内　　　　　容 国の制度と異なる
場合の国の内容

扶養手当
配偶者：13,000 円　　配偶者以外：6,500 円
　（配偶者のいない場合の扶養親族は、1 人目は 11,000 円、２人目以降は 6,500 円）

【その他】満 16 ～ 22 歳：5,000 円加算

住居手当

①自宅 4,000 円
②借間・借家　

①自宅 2,500 円（新築 5 年間）

通勤手当

①交通用具利用者（片道通勤距離）　　　　　　②交通機関利用者（定期券などの金額）

管理職手当 給料月額× 10/100 ～ 12/100 給料月額× 10/100 ～ 25/100

特殊勤務手当 養護老人ホーム入園者管理従事手当、一般廃棄物処理業務従事手当、動物園管理手当など７種類　 高所作業手当など 27 種類

（３）その他の手当

家　賃 支給額
12,000 円以下 ０円
12,000 円超～ 23,000 円以下 家賃の金額－ 12,000 円
23,000 円超～ 55,000 円以下 （家賃の金額－ 23,000 円）× 1/2+11,000 円
55,000 円超 27,000 円

片道通勤距離 支給額
２km 以上５km 未満 2,000 円
５km 以上 10km 未満 4,100 円
10km 以上 15km 未満 6,500 円
15km 以上 20km 未満 8,900 円
20km 以上 25km 未満 11,300 円
以降通勤距離に応じて 24,500 円を限度に支給

◦ 55,000 円未満：定期券などの金額　
◦ 55,000 円以上：55,000 円

③交通用具と交通機関利用者
　①と②の合計額（上限 55,000 円）

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

　人事行政の公平性・透明性の確保を目的として、「人事行政の運営等の状況」を公表
することが義務付けられています。
　市職員に支給される給与は、民間企業の賃金を基にして出される人事院勧告をはじ
め、国や他の地方公共団体との均衡を考慮し、地方自治法および地方公務員法に基づき、
市議会の議決を経て市の条例で定められています。
　山梨市職員の平成21年4月1日現在の給与の状況は、上の表のとおりです。

【問い合わせ】
秘書人事課人事担当（西館４階、内線2413）

広報やまなし 2010.3-21



広報やまなし 2010.3-22

市政の動き2010

広報やまなし 2010.3-23

市政の動き2010

　

駅
前
区
画
整
理
審
議
会

を
開
催

　

市
は
、
１
月
26
日
、
山
梨
市
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー「
街
の
駅
や
ま
な
し
」

に
お
い
て
「
山
梨
市
駅
前
土
地
区
画

整
理
審
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
担
当
課
職
員
が
今

後
の
取
り
組
み
方
法
や
諸
手
続
き
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
議
が
行
な
わ
れ
、
諸

業
務
に
一
定
の
時
間
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
期
間

を
３
年
間
延
伸
し
、平
成
24
年
度（
平

成
25
年
３
月
31
日
）
ま
で
と
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
今
後
も
早
期
事

都

飲
酒
運
転
絶
滅
優
良
市

町
村
表
彰
を
受
賞

認
知
症
支
援
の
取
り
組

み
を
県
議
会
が
視
察

　

１
月
26
日
、
県
議
会
の
教
育
厚
生

委
員
会
（
進
藤
純す

み
よ世

委
員
長
）
と
県

福
祉
保
健
部
職
員
ら
16
人
が
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
山
梨
市
が
県
下

の
市
町
村
に
先
駆
け
て
平
成
19
・
20

年
度
に
県
の
「
認
知
症
モ
デ
ル
地
域

支
援
体
制
構
築
推
進
事
業
」を
受
託
、

今
年
度
は
国
の
補
助
を
受
け
て
「
認

知
症
対
策
連
携
強
化
事
業
」
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
と
そ
の
後
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
保
健
課
介
護
予
防
担

当
職
員
が
、
市
の
現
状
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
現
在
、
だ
れ
も
が

か
か
る
恐
れ
の
あ
る
「
認
知
症
」
へ

の
対
策
は
重
要
な
行
政
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
山
梨
県
は
全
国
平
均

よ
り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
県
議
会
議
員
ら
は
熱
心
に
説
明

を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

説
明
終
了
後
、「
相
談
状
況
の
多

さ
に
『
認
知
症
支
援
』
の
取
り
組
み

の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
」
と

県
議
会
議
員
か
ら
率
直
な
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
山
梨
市
の
取
り
組
み
は
認

県議会教育厚生委員会委員に市の取り組
み状況を説明する担当職員（左端）。

安

支

※市役所の住所・電話・ファクス番号・ホームページアドレスは、　最終ページをご覧ください。

お 詫 び
　
　

広
報
２
月
号
に
掲
載
し
た
写
真

　
　

の
一
部
に
、
皆
様
の
気
分
を
害

　
　

す
る
写
真
を
掲
載
し
て
し
ま
っ

　
　

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
編
集
側
の
確
認
ミ
ス
で
あ
り
、

掲
載
に
当
っ
て
特
別
な
意
図
が
あ
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
快
く
撮

影
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
も

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
、
掲
載
に
は
万
全
の
注
意
を
払
っ

て
参
り
ま
す
。
今
後
も
広
報
誌
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
総
務
課
広
聴
広
報
担
当

　
（
西
館
４
階
、
内
線
２
４
４
６
）

観

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥
【寄付一般】
▼社会福祉資金として
　故古屋八千代様のご遺志により
　　古屋俊彦　様（小原東）……… 300,000 円
　故戸泉重雄様のご遺志により
　　深沢健二　様（上之割）……… 100,000 円
　故中村照人様のご遺志により
　　中村眞理子様（落合）…………2,000,000 円
▼晴風園へ
　山梨北中生徒会　様……………車椅子 2台
　ヤクルト販売㈱　様（甲府市）… 車椅子１台
▼市立図書館へ
　小川義明　様（上神内川）…………図書３冊
▼日川小学校へ
　日川老人地区クラブ一同
　　　　　　　　………………タオル 300 枚

【お知らせ】
　このコーナーでは、市にご寄付いただいた皆さんの中から、
広報誌への掲載について承諾をいただいた人・団体のみ、紹
介しています。
掲載方法を一部変更しました
　「故人の遺志」という形でご寄付
をいただいた場合、故人のお名前
も掲載することとしました。手続
きの際に担当職員が確認をさせて
いただきますので、お申し出くだ
さい。

知
症
支
援
・
認
知
症
対
策
の
事
例
と

し
て
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
関
係
団
体
な
ど

と
連
携
を
密
に
し
、
認
知
症
支
援
を

積
極
的
に
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
課
介
護
予
防
担
当
内　

　

東
館
１
階
、
内
線
１
１
７
５
）

業
完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
都
市
計
画
課
区
画
整
理
担
当

　
（
西
館
２
階
、
内
線
２
２
４
７
）

第
５
回
山
梨
市

老
人
福
祉
大
会
を
開
催

福
　

市
と
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
に
よ
る

「
第
５
回
山
梨
市
老
人
福
祉
大
会
」

が
、
１
月
28
日
、
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
老
人

ク
ラ
ブ
で
活
躍
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ

る
市
長
表
彰
や
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
（
受
賞
者
名
は
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
広
報
「
や
す
ら
ぎ
第

２、山梨市三富デイサービスセンター
　　山梨市三富上釜口 447　☎� 2633
　この施設は、在宅の虚弱高齢者などに各種のサービ
スを提供し、福祉の増進を図るため整備した施設です。
　施設の運営は、これまで甲斐市の有限会社ハピネス
フレンドに委託してきましたが、昨年11月の指定管
理者選定委員会での選定、12月の議会定例会の議決
を経て、平成22年度からは、指定管理制度を導入す
ることになりました。
■運営に関わる指定管理者
　有限会社ハピネスフレンド
　（代表取締役　木内 満寿美）甲斐市西八幡 724-9

１、夢わーく山梨
　（山梨市働く婦人の家・山梨市勤労者福祉センター）
　山梨市上神内川 1348　☎� 3111
　中小企業に働く女性と勤労者家庭の主婦の教育・文
化の向上と福祉の増進を図ることを目的とした「働く
婦人の家」（同館２階）と勤労者の教育・文化の向上
と福祉の増進を図ることを目的とした「勤労者福祉
センター」（同館３階）の複合施設です。平成16年、
旧山梨市の市制施行50周年を記念し、より親しまれ
る施設になるようにと公募による愛称募集が行なわ
れ、「夢わーく山梨」という愛称がつけられました。
■運営に関わる指定管理者
　山梨市商工会（会長　大宮山 磐）　上神内川 1202

３．山梨市デイサービスセンター、山梨市牧丘町デイサービスセンターは市社会福祉協議会が継続

新たに２施設に指定管理者制度を導入
　市では民間に委託することで、従来の市民サービス以上の成果が期待できること、施設の利用度が高まること、
経費の削減が図れることなどが予想される施設については、「指定管理者制度」を活用し、民間活力の導入を積
極的に図ってきました。４月からは、新たに次の２つの施設で「指定管理者制度」を導入します。

　両施設については、平成22年度からも山梨市社会福祉協議会（会長　三澤	一仁）が引き続き運営を行ないます。
　いずれの施設も利用方法、実施サービスなどについては、これまでどおりです。
　市では、各施設においてさらにきめ細やかなサービスが提供できるよう、指定管理者と事業の推進を図っていきま
　す。
　●夢わーく山梨 （商工労政課商工労政担当　西館２階、内線 2252）
　●デイサービスセンター （保健課保健企画担当　東館１階、内線 1180）

26
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
ま
た
、

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た

敬
老
作
文
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

廣
瀬
一い

っ
き樹

さ
ん
（
日
下
部
小
２
年
）、

卯う
づ
き月

大た
い
せ
い星

さ
ん
（
日
川
小
４
年
）、

角
田
彩あ

や
か華

さ
ん
（
三
富
小
６
年
）
の

３
人
が
、
作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
市
内
の
保
育
園

児
が
踊
り
や
合
唱
を
披
露
し
、
大
会

に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

●
福
祉
事
務
所

　

社
会
・
長
寿
福
祉
担
当

　
（
東
館
１
階
、
内
線
１
１
３
５
）　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
期
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
や
ま
な
し
２
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
「
山
梨
市
地
域
福
祉
計

画
」（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
募
集
期
間
を
、
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

【
閲
覧
期
間
】

３
月
８
日
㈪
～
21
日
㈰（
市
役
所
・

支
所
は
19
日
㈮
ま
で
）

【
意
見
の
募
集
締
切
】　

３
月
23
日
㈫

※
原
案
の
閲
覧
・
意
見
の
提
出
方

　

法
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
事
務
所

社
会
・
長
寿
福
祉
担
当

（
東
館
１
階
、
内
線
１
１
３
５
）

エ
コ
ハ
ウ
ス
新
築
工
事

見
学
会
を
開
催

環
　

市
は
、
１
月
23
日
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
西
に
現
在
建
設
中
の
エ
コ
ハ

ウ
ス
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
コ
ハ
ウ
ス
は
、
寒
暖
の
差

が
激
し
い
気
候
の
中
で
も
、
太
陽
光

や
太
陽
熱
、
地
元
産
の
ペ
レ
ッ
ト
を

燃
料
と
す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、

風
通
し
に
よ
る
温
度
調
節
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
年
間
を
通

じ
て
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

家
づ
く
り
を
紹
介
す
る
た
め
の
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
、
市
が
国
の
補
助

を
受
け
て
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
建
築
関
係
者
や

山
梨
大
学
の
学
生
、
市
民
ら
約
70
人

は
、
建
設
に
携
わ
る
業
者
や
市
職
員

か
ら
設
計
の
概
要
や
実
際
に
使
用
し

て
い
る
県
産
材
や
断
熱
材
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

後
、
建
設
途
中
で
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
材
料
の
使
わ
れ
方
な
ど
を

現
地
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

県
な
ど
が
、
県
民
一
人
一
人
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
「
山
梨
県
飲
酒
運
転
絶
滅

作
戦
」
で
、
山
梨
市
が
平
成
21
年
優

良
市
町
村
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
昨
年
一
年
間
に
お

い
て
行
な
っ
た
飲
酒
運
転
絶
滅
の
広

報
・
啓
発
活
動
が
、
住
民
の
飲
酒
運

転
の
抑
止
に
効
果
の
あ
っ
た
自
治
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

山
梨
市
は
、
過
去
に
も
優
良
市
町

村
と
し
て
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
向

上
を
、市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
、

「
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
総
務
課
行
政
防
災
防
犯
担
当

　
（
西
館
４
階
、
内
線
２
４
４
７
）　

建築現場で業者の説明を聴きながら熱心
に見学をする参加者。

　

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
、
３
月
末
に
完

成
予
定
で
す
。

●
環
境
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　
（
西
館
１
階
、
内
線
２
１
３
３
）　
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まちのわだい
2009.12 ～ 2010.1

広報やまなし 2010.3-25

　１月31日、根津記念館で行なわれた豆まきでは、市内
最高齢の年男・年女（96歳）佐藤さん（上神内川）、的
場さん（七日市場）、窪田さん（江曽原）、渡邉さん ( 牧丘
町倉科）の４人が、元気に福豆やお菓子などをまきました。

　１月24日、下栗原の大宮五所大神において、建物火災
を想定した防火演習が行なわれました。この日参加した神
社関係者や地域住民、地元消防団員らは、いざ、というと
きのために、真剣な面持ちで演習に取り組んでいました。

　２月 11日、市民総合体育館で行なわれた第 12回生涯
スポーツフェスティバル。親子で仲良くソフトバレーを楽
しみ、試合の合間には体育指導委員の指導のもと、ニュー
スポーツのペタボードやスカットボールを楽しみました。

　１月17日、市民会館で行なわれた朗読劇「月光の夏」（市
文化協会特別事業）。主人公の悲しい運命に、目頭を押さ
える人やすすり泣く声も。戦争の悲惨さと平和の尊さを改
めて伝えてくれた劇に、惜しみない拍手が送られました。

「ふれあおう、つなが

ろう」がテーマです。

思わず、涙が……。ご長寿４人が豆まき。親子で楽しく！ 文化財を守ります。

特産の巨峰を使った

新商品に舌鼓。

　１月18日、笛吹川フルーツ公園で、山梨市商工会主催
の「特産品試食発表会」が開かれました。
　同商工会特産品開発委員会では、地元の特産品である「巨
峰」を活用して新商品「巨峰パウダー」と「巨峰ペースト」
を開発。これらを素材に使ったシュークリームやケーキな
どの洋菓子や巨峰ペーストを練り込んだ麺で作ったほうと
うやおこわ、冷凍巨峰が入った大福などが登場しました。
　市商工会では、今後、市内の飲食店などでメニューとし
て取り入れてもらえるようＰＲを行ない、「山梨市の新た
な特産品として地域活性化につなげていきたい」と話して
いました。

「甘酸っぱくておいしい！」となかなか好評のようす。「さあ、みんなも一緒に！」指揮者の掛け声で、観客も参加。櫛形山のアヤメとシカの関係について説明する長池さん。小川さん（左）に教わりながら、ちぎり絵づくりに挑戦。

　１月23日、市民会館で、山梨市民吹奏楽団による「2010
ニューイヤーファミリーコンサート～音を楽しむひととき
♪～」が開かれました。
　このコンサートは、聴かせることを目的に行なう定期演
奏会とは別に、会場の皆さんも一緒に「音を楽しもう！」
というお客さん参加型のアットホームなもの。
　各楽器の紹介はもとより、子どもたちが実際に指揮台に
上って指揮をとったり、観客が手拍子で参加したりと、と
にかく楽しいひととき。
　わずかな時間ではありましたが、会場全体が音で繋がっ
たひとときでした。

　１月31日、市民会館で開かれた「第９回乙女高原フォー
ラム」。「シカが乙女高原の自然を変えている ?!」をテー
マに、ファンクラブ代表世話人の植原彰さんが「乙女高原
のシカ」に関する問題提起を行ないました。
　その後、スペシャルゲストとして県環境科学研究所の吉
田洋

ゆたか

研究員と県森林総合研究所の長池卓男研究員が「ニホ
ンジカの生態と行動」、「櫛形山のアヤメが消えた？－ニホ
ンジカの影響と対策－」と題し、それぞれ県内における野
生ジカの現状について、約１時間にわたり話されました。
　櫛形山での例などから、乙女高原では、シカから植物を
保護するための柵を５月に設置し、その効果を観察します。

　２月６日、街の駅やまなしで、和紙ちぎり絵体験が開催
されました。市出身の小川幸

ゆ き こ

子さんによる「和紙ちぎり絵
作品展」の開催に併せて行なわれたこの体験教室には、多
くの親子連れが参加していました。
　参加者は、講師の指導のもとで色とりどりの和紙を使っ
て、思い思いの模様のしおりやはがきを作っていました。
教室は７日にも行なわれ、２日間合計で約70人が参加し
ました。
　なお、「和紙ちぎり絵作品展」は２月末まで開催されて
おり、会場には３月の桃の節句に併せて、豪華なひな人形
も飾られています（表紙写真参照）。

シカが乙女高原の自然

を変えている？

一味違うよ！　

和紙ちぎり絵体験。
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山梨市立図書館
万力 1830（市民会館内）☎� 9600（月曜休館）　http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/library/index.html
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Interview
あの人に聞きたい！

エコ、
やってみよう !

　澤登くんが今回チャレンジした
「Kid's	ISO	14000」※1の「初級編」は、
世界的に取り組まれている子どものた
めの環境教育プログラム。笛川中では、
２年生の技術家庭の授業で先生が紹介
し、希望者が取り組みますが、実践に
は一緒に暮らす家族全員の協力が必要
不可欠です。
　「最初から興味があったの？」と質
問すると、「授業で紹介されたときに、
全員がやらなきゃならないと思ったん
です。手を挙げてから、あとで義務じゃ
ないことがわかって……」と、苦笑い
の澤登くん。そんな勘違いから始まっ
たチャレンジですが、ご両親とおじい
ちゃんおばあちゃん、そして小学校３
年生の弟と、家族６人で「電気とガス
の省エネ作戦」「節水と水をきれいに
する作戦」「４つの R※2 作戦」を８
週間にわたって取り組みました。
　変化がなかなか出ないときには、友
達と「お互いに励まし合った」という
澤登くん。「きちんと消灯」「お風呂は
続けて入る」「シャワーを使いすぎな
い」「料理は効率よく」などを実践し、
各種メーターで成果をチェック。その
取り組みをまとめて提出しました。

　その取り組み内容は、「今まで見た
ことがなかったメーター数値を、週の
数値の予測までできるようになったと
いう中学生らしいしっかりとした取り
組み。生活のサイクルが違う家族の中
で、リーダーとして根気強く、努力を
重ねた様子が伝わってくる内容」と評
価を受け、国際認定証だけでなく特別
賞の財団法人省エネルギーセンター会
長賞もいただくことに。　
　「初めて観察した電気や水道などの
メーター、そして週により全く異なる
ゴミの重さなど、今回の取り組みを通
じて、いろんなことを学びました。家
族で話し合うことの大変さも知った」
と取り組みの感想を語る澤登くん。「根
気を必要とする作業なのに、よく努力
したと思う」と、お母さんからも評価
を受け、家庭内での株も上がったよう
です。
　普段は学校で友達と話したりクラブ
活動のバスケットをしたりすることが
楽しみという澤登くん。「快適環境都
市」をめざす山梨市のエコリーダーと
して、この受賞を機に、地域に省エネ
を広めてほしいですね。

県外から 16 人が参加！「ぐるっと山梨市　
新エネルギー発掘 ＆ 農業体験モニターツアー」
　地球温暖化対策として、地域のエネルギー
資源の活用を推進している市では、取り組み
を紹介するとともに、次世代の暮らしやエネ
ルギーについて共に考えていく新たな学びと
交流の場づくりを進めています。この事業の
一つとして、１月 21日から 22日にかけて
行なった新エネルギーと農業体験のモニター
ツアーには、都内をはじめ遠くは京都から
16人が参加しました。
　間伐林、間伐材を加工して作るペレット製
造工場、ペレット冷暖房設備、バイオディー
ゼル燃料製造施設などの見学、イチゴの花摘

み体験、生産者との意見交換などのツアーの
内容は、「市の新エネルギーの取り組みが非
常に分かりやすく参考になった」「市の魅力
がよくわかった」「新エネルギーの考えの入
口に立つことができた」「参加者の環境問題
への関心の高さを感じた」「観光地をまわる
ツアーより良かった」と大好評。
　市では、モニターツアーで得た参加者の意
見などを参考に、本格的なツアー実施に向け
た取り組みを進めていきます。
●環境課新エネルギー推進室
　（西館１階、内線 2133）

木材を加工してできたペレット
を手に取り、感触を確かめる参
加者（飯島製材所）。

『ちゅーちゅー』
　　宮西達也　作 ･ 絵

主な新着図書

■一般書

　父と娘、親子二代続けてのトップスキーヤー。隠しごとのある

父は、才能のある娘の幸せを願っていた。だが、親子の愛情に揺

さぶりがかけられるような事件が起こる。覚悟を決めた父は、試

練にどう立ち向かうのか。才能と親子の絆をめぐる感動長編ミス

テリー。

　お昼寝から目を覚ました３匹の子ねずみの前にいたのは、大き

なねこ。びっくりした子ねずみたちだったけど、そのねこは、ね

ずみを見たことがありません。こねずみたちは、ねこをだまそう

と……。おなじみの人気絵本『にゃーご』の続編。ねこと子ねず

みたちのやりとりがおもしろく、『にゃーご』同様、読んだ後に

心があたたかくなるお話。

■児童書

おすすめ新着図書

『カッコウの卵は誰のもの』
　  　　東野　圭吾・著

【おはなしプレゼント】　
　❖３月７日㈰　午後１時30分～　市民会館４階大会議室
　　映画、工作、影絵劇など楽しい催しがいっぱい！
　　協力：都留文科大学児童文化研究部
【３月のおはなし会】
　❖乳幼児向き（チェリー）	……………３月　９日㈫
　　　時間は午前10時 30分～ 11時
　❖幼児・低学年向き（くれよん）	……３月 27日㈯
　　　時間は午前10時 30分～ 11時
【市立図書館開館時間】
　❖午前９時～午後５時（金・土は午後６時まで）　
　　★休館日は折り込みのカレンダーで確認してください。

●●● INFORMATION●●●

日本の小説
親鸞㊤㊦　　　　　　　　　　　　　五木　寛之
虚ろ舟　　　　　　　　　　　　　　宇江佐真理
ごっつい奴　　　　　　　　　　　　江上　　剛
数えずの井戸　　　　　　　　　　　京極　夏彦
夕暴雨　　　　　　　　　　　　　　今野　　敏
北帰行　　　　　　　　　　　　　　佐々木　譲
ブラック・ローズ　　　　　　　　　新堂　冬樹
小説新井白石　　　　　　　　　　　童門　冬二
花世の立春　　　　　　　　　　　　平岩　弓枝
N のために　　　　　　　　　　　　湊　かなえ

月光の刺客　　　　　　　　　　　　森村　誠一
文学・エッセイ・手記・外国の小説など
俳句、はじめました　　　　　　　　岸本　葉子
NHK 短歌作歌へのいざない　　　　三枝   昴之
くらべない生き方　　　　　　　　　大平　光代
オルモスト・ムーン　　　　アリス・シーボルト
古書の来歴　　　　ジェラルディン・ブルックス
その他・一般

「全国学力テスト」はなぜダメなのか　尾木　直樹
ひと目でわかる！健康診断　　船津　和夫・監修
もっとくわしく知りたい太陽光発電のすべて　　ニュートンプレス
ボカシ肥・発酵肥料　　　　　　　　農文協・編
ひなちゃんの日常⑤⑥　　　　　　　南　ひろこ

Kid's ISO 14000 プログラムで
財団法人省エネルギーセンター
会長賞を受賞した

澤登　芳
よしあき

秋くん
（笛川中２年・牧丘町倉科）

※１　子どもの環境に対する「気づき」から、問題意識を引き出しPDCA法による問題解決能力を養う教育プログラム。
※２　リサイクルの代表的な取り組み。リフューズ（Refuse 不要なものを買わない・断る）・リデュース（Reduce
ごみの発生量や資源の使用量を減らす）・リユース（Reuse そのままの形で再利用）・リサイクル（Recycle 再び再資
源化して利用）の頭文字。

いろんなたのしいかげえが見られるよ。
みんなが来てくれるのをまってるよ。
（都留文科大学児童文化研究部の皆さん）

お・は・な・し・プ・レ・ゼ・ン・ト

アンパンマンの
仲間たちを
ふくらまそう！

（左から）表彰状・提出
したノート・認定証
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健康　いきいき　和みのまち　山梨市

【
症
状
】

　

早
め
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
、
精
神
面

　

◆
い
つ
ま
で
も
気
分
が
沈
ん
だ
状
態
が

　
　

続
く

　

◆
さ
さ
い
な
こ
と
で
泣
き
た
く
な
る

　

◆
意
欲
低
下
が
目
立
つ
（
こ
れ
ま
で
持

　
　

っ
て
い
た
関
心
、
興
味
、
喜
び
が
失

　
　

わ
れ
る
）

　

◆
毎
日
の
生
活
に
、
気
持
ち
の
は
り
や

　
　

充
実
感
が
な
い

　

◆
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、

　
　

今
は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る

　

◆
手
慣
れ
て
い
る
は
ず
の
こ
と
が
い
つ

　
　

も
通
り
に
で
き
な
い

　

◆
自
信
が
な
く
な
る

　

◆
「
自
分
は
役
に
立
つ
人
間
だ
」
と
考

　
　

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
悲
観

　
　

的
に
な
る

　

◆
「
死
に
た
い
願
望
」
を
抱
い
た
り
、

　
　

時
に
行
動
に
う
つ
す
よ
う
に
な
る

　

◆
何
も
思
い
浮
か
ば
な
い

　

◆
眠
れ
な
い

　

◆
記
憶
低
下
の
自
覚
が
あ
る

　

◆
不
安
が
強
い
（
気
が
焦
り
、
イ
ラ
イ

　
　

ラ
し
た
り
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
傾
向
が

　
　

み
ら
れ
る
）

　

◆
被
害
妄
想

２
、
身
体
面

　

◆
日
常
生
活
活
動
の
低
下

　

◆
休
ん
で
も
疲
れ
が
と
れ
な
い
、
訳
も

　
　

な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る

　

◆
体
が
重
く
て
動
か
な
い

　

◆
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
た

　

ま
た
、
最
大
の
特
徴
と
し
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
の
不
調
（
頭
痛
・
肩
こ
り
・
便

秘
・
腰
痛
・
め
ま
い
、
し
び
れ
、
動ど

う
き悸

な

ど
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

症
状
が
重
く
な
る
前
に
、
家
族
や
友

人
に
悩
み
な
ど
を
話
し
、
聞
い
て
も
ら
う

こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
思
い
切
っ
て
、
仕
事
や
家
事
の

負
担
を
軽
減
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

「
う
つ
」
に
か
か
る
人
の
心
は
疲
れ
て

い
ま
す
。気
力
が
お
と
ろ
え
て
い
る
た
め
、

物
事
を
先
送
り
に
し
て
は
自
分
を
責
め
る

傾
向
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
注
意
す
る
こ
と
は
、「
認
知
症
」

と
の
区
別
や
「
認
知
症
と
う
つ
の
合
併
」

で
す
。

周
囲
の
人
は
、
何
よ
り
も
変
化
に
早

く
気
づ
き
、
素
人
判
断
を
せ
ず
、
専
門
医

へ
の
相
談
を
勧
め
た
り
、
一
緒
に
受
診
に

つ
い
て
い
っ
て
あ
げ
ま
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
梨
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
東
館
１
階　

保
健
課
介
護
予
防
担
当
内

　

内
線
１
１
７
８
）

会　　場 開催日 時　　間

加納岩公民館 ９日㈫・23 日㈫ 10：00 ～ 11：30

老人健康福祉センター ３日㈬・17 日㈬ 13：30 ～ 15：00

後屋敷公民館 ５日㈮・19 日㈮ 13：30 ～ 15：00

日川公民館 10 日㈬・25 日㈭ 13：30 ～ 15：00

山梨公民館 ３日㈬・17 日㈬ 14：00 ～ 15：00

岩手公民館 ５日㈮・19 日㈮ 13：30 ～ 15：00

市川公会堂 ５日㈮ 13：30 ～ 15：00

北区公会堂 12 日㈮ 13：30 ～ 15：00

南自治公民館 19 日㈮ 13：30 ～ 15：00

牧丘町保健センター 10 日㈬・17 日㈬ 13：30 ～ 15：00

成沢公民館 24 日㈬ 13：30 ～ 15：00

下平公民館 ５日㈮ 13：30 ～ 15：00

真智公民館 19 日㈮ 13：30 ～ 15：00

西保多目的集会施設 11 日㈭ 13：15 ～ 14：30

塩平公民館 25 日㈭ 13：15 ～ 14：30

三富基幹集落センター ２日㈫・18 日㈭ 10：00 ～ 11：30

３月地域元気あっぷ教室
　

高
齢
期
に
な
る
と
気
分
が
落
ち
込
み
、

く
よ
く
よ
し
、
何
も
で
き
ず
、
考
え
も
浮

か
ば
な
い
な
ど
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、仕
事
や
家
事
も
手
に
つ
か
ず
、

体
は
ど
こ
も
悪
く
な
い
の
に
布
団
か
ら
出

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
原
因
】

　

◆
体
力
の
衰
え
や
病
気
（
癌が

ん

、心
臓
病
、

　
　

脳
卒
中
、
骨
折
な
ど
）
で
、
思
う
よ

　
　

う
に
日
常
生
活
が
送
れ
な
く
な
る

　

◆
身
内
や
友
人
な
ど
親
し
い
人
と
の
死

　
　

別
で
喪
失
感
を
抱
き
や
す
い

　

◆
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
中
で
疎
外
感

　
　

を
感
じ
る

　

◆
定
年
を
迎
え
社
会
と
の
接
点
を
失
い

　
　

孤
立
感
を
感
じ
る

～
高
齢
者
特
有
の

　
　
　「
う
つ
」
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
～

「
う
つ
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
て

き
ま
す
の
で
、
家
族
や
ま
わ
り
の
人
が
気

が
付
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

悩みなど積極的に話す

のもいいことです。

【問い合わせ】保健課保健指導担当
（東館１階、内線 1182 ～ 1184）

みんなで取り組もう
「健康づくり」
Vol.17

山梨市健康増進計画

こころの健康づくり編
～自殺予防対策～

　

わ
が
国
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

平
成
10
年
以
降
連
続
し
て
３
万
人
を
超
え

て
お
り
、
交
通
事
故
死
の
５
倍
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
は
死
因
の
第
７

位
、
15
～
39
歳
に
限
る
と
死
因
の
第
１
位

と
な
っ
て
お
り
、
自
殺
予
防
対
策
は
社
会

全
体
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
で
は
平
成
10
年
に
自
殺
死
亡
者

が
２
０
０
人
を
超
え
、
特
に
50
歳
代
男
性

の
自
殺
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
個
人
の
意
思
や
選
択
の
結
果

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
、
失

業
な
ど
の
経
済
・
生
活
問
題
や
健
康
問
題
、

家
庭
問
題
、
対
人
関
係
の
悩
み
な
ど
の
い

ろ
い
ろ
な
要
因
と
、そ
の
人
の
性
格
傾
向
・

幼
少
時
の
ト
ラ
ウ
マ
、
死
生
観
な
ど
が
複

雑
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
原
因

で
心
理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
の
減
少
や
、
生
き
て
い
て
も
何

の
役
に
も
立
た
な
い
と
い
う
役
割
喪
失

感
、
与
え
ら
れ
た
役
割
の
大
き
さ
に
対
す

る
過
剰
な
負
担
感
な
ど
か
ら
、
心
理
的
に

「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
殺
者
の
多
く
は
、
自
殺
の
前

に
う
つ
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の

病
気
を
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
悩
み
を
抱

え
込
み
な
が
ら
も
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま

す
。
家
族
、
友
人
、
職
場
の
同
僚
、
上
司

な
ど
身
近
に
い
る
人
は
自
殺
の
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
、
そ
の
人
を
守
る
こ
と
が
最
も
重
要
で

す
。

※うつ病の症状
　気分が沈む、憂うつになる、いら
いらする、自分を責める、仕事の能
力が落ちる、決断できない、不眠が
続く、興味・関心がなくなる　など

発するサインに気づ
いてあげましょう！

自
殺
の
サ
イ
ン
（
自
殺
予
防
の
10
か
条
）

　

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
多
く
認
め
る
場

合
は
、
自
殺
の
危
険
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

①
う
つ
病
の
症
状
※
が
あ
る

　

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

　

③
酒
量
が
増
す

　

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い　
　
　

　

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き

　
　

な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

　

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ

　
　

な
い

　

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
も
の　

　
　
（
地
位
、
家
族
、
財
産
な
ど
）
を
失
う

　

⑧
重
症
の
身
体
の
病
気
が
あ
る

　

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

　

⑩
自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ

　
　
　
　
　
（
自
殺
総
合
対
策
大
綱
よ
り
）

　

山
梨
市
健
康
増
進
計
画
で
は
、
一
人
一

人
が
積
極
的
に
休
養
を
と
り
、
楽
し
み
や

生
き
が
い
の
あ
る
心
豊
か
な
生
活
を
実
現

す
る
こ
と
、人
と
の
交
流
や
支
え
あ
い
で
、

こ
こ
ろ
の
通
う
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
か
か
げ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
み
に
没
頭
す
る
の
で
は
な
く
、

自
然
に
ふ
れ
た
り
趣
味
を
持
っ
た
り
す
る

な
ど
自
分
自
身
の
人
生
を
楽
し
み
、
家
族

や
友
人
、
地
域
、
職
場
の
人
と
交
流
し
、

お
互
い
に
助
け
あ
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

自
殺
は
、
適
切
な
介
入
や
社
会
的
な
支

援
に
よ
り
、
そ
の
多
く
を
防
ぐ
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

心
の
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
家

族
や
職
場
な
ど
身
近
に
い
る
人
が
自
殺
の

サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
や
、
声
を
か
け
あ
え
る
家
庭
や
職
場
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
「
山
梨
市
健
康
増
進
計
画
シ
リ
ー
ズ
」

　
は
、
今
月
号
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あなたの気持ちをお聴かせください。
秘密は守られます。
まずはご相談ください。
相談日時：月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　午前９時～正午　午後１時～４時
電話番号：057（006）4556

【問い合わせ先】山梨県立精神保健福祉センター
　　　　　　　☎ 055（254）8644   

自殺防止電話相談 一家団らんで心も
体も健康に！



ひとりで悩まない……！

広報やまなし 2010.3-30広報やまなし 2010.3-31

各種相談
相　　談 内　　容 日時・会場 申込・問い合わせ

行政相談 行政相談委員による国・県・市など
の仕事についての苦情や要望

３月19日㈮午後１時30分～４時
牧丘支所

総務課行政防災防犯担当
（西館４階、内線2447）

移動県民相談 法律（家族、相続、金銭貸借）、
労働、交通事故、消費生活など

３月16日㈫午前10時～午後3時
東山梨合同庁舎（甲州市塩山上塩後
1239-1）1階 102・103会議室

県民生活センター
☎055（223）1571

不動産相談 不動産関係全般
３月18日㈭午前10時～午後３時
（正午～午後1時は休み）
市役所西館２階203会議室

㈳県宅地建物取引業協会
☎055（243）4300

結婚相談

相談は、できるだけ希望者本人が望
ましい。登録希望者は、履歴書用写
真（3.5㎝× 4.5㎝程度）、印鑑（シ
ャチハタ不可）を持参。

３月13日㈯午後２時～６時
（受付：5時まで）　
市民会館３階多目的室

生涯学習課生涯学習担当
（西館３階、☎⑳1488）

パソコン
困りごと相談

パソコンの操作方法に関する相談
※講師の都合により休む場合あり。
　必ず事前確認を。

３月６・13・27日㈯
午後1時～3時
市民会館４階Ｃ会議室

生涯学習課生涯学習担当
（西館３階、☎⑳1488）

多重債務相談
借入状況を聴き、必要に応じて法律
専門家（弁護士・司法書士など）を
紹介

月～金、午前８時30分～午後4
時 40分（正午～午後1時は休み）
財務省関東財務局甲府財務事務所

甲府財務事務所
☎055（253）2261

個別労働紛争
労働者と事業主間の紛争解決支援。
相談、情報提供、個別調整委員によ
るあっせん

まずは電話を。
山梨労働局総務部企画室
☎055（225）2851

地域職業相談室 職業相談、職業紹介、求人情報など
の提供

月～金、午前８時45分～
午後5時 15分　市役所東館２階

山梨市地域職業相談室
☎⑳1358

再チャレンジ
サポート
プログラム

専門コンサルタントによる再就職の
アドバイス。キャリアシートを使い、
これまでの職歴、身につけてきたこ
との生かし方を個別面談。

火・水　午前９時30分～午後3
時 30分（予約制・電話予約を）
㈶21世紀職業財団山梨事務所

㈶21世紀職業財団
山梨事務所　
☎055（236）5271

編集後記

�梅の花が咲き出し、桜の開花予想も
発表され、春が近付いてきているんだ
な、と実感しています。桜といえば、
我が家の庭にも大きな桜の木がありま
す。もう、かなりの老木ですが、毎年
きれいな花を咲かせてくれるのでとて
も楽しみにしています。市内にも、あ
ちこちに桜の名所があります。何かと
慌しい春ですが、桜の花を愛でる心の
ゆとり、欲しいですね。S

�寒い日が続くけれど、春はすぐそ
こ。しかし、そろそろ花粉が飛び始め
る、いやぁ～な季節。花粉症は突然な
ることもあるので、去年まで症状の出
ていなかった人も油断はできません。
「クション！ときたら風邪」といいた
いところですが、目がかゆかったら花
粉症の疑いも？早め早めのケアが大切
です。そして、花粉情報のチェックも
欠かさずに！K

�「たくさんの手があれば仕事はつら
くない」これは、ハイチのことわざ。
みんなで取り組むことの大切さを教え
てくれるすてきな言葉です。そんなハ
イチ共和国を突然襲った大震災。日本
赤十字社の医療チームの協力者として
市立牧丘病院の小澤医師も救援活動に
行っています。現地からのリポートが
ウェブで見られます。「ハイチ友の会」
で検索してみてください。E

相　　談 内　　容 日時・会場 申込・問い合わせ

家庭児童相談 育児、しつけ、虐待など児童の養育
に関する家庭問題

月曜～金曜（祝日は除く）
午前９時～午後５時　福祉事務所

福祉事務所児童福祉担当
（東館１階、内線1132）

教育相談 しつけ、親子関係、学力、進路、不
登校、いじめなど

毎週水曜（祝日は除く）午前10時～
午後４時　生涯学習課　※要予約

生涯学習課生涯学習担当
（西館３階、内線2327）

幼児教育相談 幼児教育全般
毎週水曜（祝日は除く）午前10時～
午後４時　つつじ幼稚園　※要予約

つつじ幼稚園☎�0244
※電話相談も可

子育て相談
子育て支援コーディネーターによる
子育て全般の悩み相談。まずは電話
で連絡を。

月曜～木曜（祝日は除く）
午前９時30分～午後４時　※要予約
山梨地区地域子育て支援センター

山梨地区地域子育て支援
センター☎�5661

年金相談 年金全般にかかる相談
３月11日㈭午前９時30分～
午後４時（正午～午後１時は休み）
甲州市役所

甲府社会保険事務所
☎055（252）1431㈹

病態栄養相談 医院などに通院中で合併症を有し、
栄養指導が必要な人

第2・４金曜午後1時～ 3時
峡東保健所（下井尻126-1）

峡東保健所健康支援課　
☎⑳2753

障害相談

①身体障害相談　　月曜から金曜（祝日は除く）午前９時～午後５時　

会場、問い合わせは
いずれも
老人健康福祉センター　
☎�2941

②知的障害相談　　毎週火曜・木曜（祝日は除く）午後１時～５時　

③精神障害相談　　月曜から金曜（祝日は除く）午前９時～午後５時

④障害児相談　　　３月10日㈬午前９時～正午

⑤障害者就労相談　３月10日㈬・24日㈬午後１時～５時

発達等母子保健
専門（遺伝）
相談

子どもの生まれつきの障害、発達面
や生活面での不安、自分や家族・結
婚相手やその家族が持つ遺伝すると
思われる病気に対する不安などに医
師や保健師が対応。医師は事前予約

月曜から金曜（祝日を除く）午前
８時30分～午後５時30分
峡東保健所健康支援課（下井尻
126-1）　医師との相談は中北保健
所（甲府市太田町9-1）

峡東保健所健康支援課
☎⑳2753

精神保健相談
老人精神保健
相談

こころの健康や精神保健福祉に関す
る悩み、老人の精神的な悩み。精神
科医師などによる情報提供や助言

予約により対応。
峡東保健所精神保健相談室
（下井尻126-1・家庭訪問も可）

峡東保健所地域保健課
☎⑳2752

もの忘れ相談 認知症の早期発見・予防・正しい
ケアを専門医などが助言

予約により対応。
市役所東館１階相談室

地域包括支援センター
（東館１階）☎�0294

認知症
よろず相談

認知症介護の専門スタッフによる認
知症相談。家族が認知症かなと思っ
たとき・認知症高齢者の介護で困っ
たときなど。市内４か所の介護保険
施設で対応。事前予約は電話で

グループホームめだかの学校（三ヶ所）　　　☎�1131

愛の家グループホーム山梨小原西（小原西）　☎�8220

山梨ケアセンターそよ風（上神内川）　　　　☎�8071

笛吹荘（牧丘町室伏）　　　　　　　　　　　☎�5522

認知症
出張巡回相談

精神科医師、精神保健福祉相談員、
保健師などによる出張巡回相談。寝
たきりなど、保健所の相談や医療機
関の診察を受けることができない人
を対象

予約により対応。相談者宅。
峡東保健所地域保健課
（下井尻126-1）
☎⑳ 2752

☞「春の Eye愛ひとみ相談会」「春休みこどもの『きこえ』と『ことば』相談会」は
38ページに掲載しています。

☞「休日の消費生活相談会」は、34ページに掲載しています。
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ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
（西館４階、内線 2448）

専門交通指導員の

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は
人
に
社
会
に
思
い
や
り
」

※日下部警察署管内……山梨市内および甲州市内

みんなの掲示版

　３月は、卒業・進学・就職など、少年の生活環
境や人間環境が大きく変わる時期です。新しい生
活への期待・不安・開放感などが交錯し、生活の
リズムが乱れがちになります。
　このような生活環境の変化に伴い、
　♠家出・飲酒・喫煙などの不良行為

　♠薬物乱用などの非行

に走る少年が少なくありません。
　こういった少年の非行を防止するためには、家

庭でのコミュニケーションを

とり、「家庭が少年の居場所

である」と実感させることが
重要です。　

少年非行を防止しよう

　日下部警察署管内交通事故発生状況（１月末日現在）

件数（人数） 前年比
人身交通事故 19 件 ー 9
死者 0 人 ± 0
負傷者 20 人 ー 18
物損交通事故 82 件 ＋ 15

　暦の上ではもう春ですが、ま
だまだ寒さが残る季節。慌ただ
しさや寒さで、つい、横断歩道
まで行かずに道路を渡ってし
まっていませんか？背中を丸め
て縮こまったままの姿勢で、周
囲を良く見ないで道路を渡るこ
とはありませんか？
　こんなときは、交通事故も起
こりがち。寒さに負けず、背筋
を伸ばして、しっかりまわりを
見て通行しましょう。

急いでいてもしっかり確認！	

山梨市助産師修学資金

貸与制度をご利用ください
保健課

　助産師を目指す人に、修学上必要な
資金を貸す制度です。
対象者　①看護師免許所持者で再就職
などのため助産師養成所に入学した人
②大学の看護学部に編入し助産師を目
指す人　③大学の看護学部に在籍し、
助産師コースを選択した人
貸付額　県内の学校……１万円　県外
の学校……2万円（いずれも月額）
貸与期間　在籍中１年間
※免許取得後、市内の医療施設におい
　て助産師の業務に従事し、引き続き
　５年以上当該施設に勤務すると、貸
　付金の返納が免除されます。

【問い合わせ】
保健課保健企画担当
（東館1階、内線1180・1181）　

■第35回ジャンボひまわりの集い

　生涯をともにする良き伴侶を得る

ために障害者同士、健常者と障害者

との出会いの場を提供します。

期　日　３月６日㈯～７日㈰

会　場　県立総合福祉センター「か

えで荘」他

参加費　6,300円

【申込・問い合わせ】

（福）山梨県障害者福祉協会　　　

☎055（252）0100

　㈳東山梨地区広域シルバー人材セン
ターでは、入会説明会を開催します。
開催日　３月18日㈭、４月21日㈬、
５月20日㈭、６月17日㈭　
　時間は、いずれも午後１時30分～
会　場　シルバー人材センター山梨事
務所（旧山梨市役所地内「働く婦人の
家」別館）
内　容　シルバー人材センターの内
容、就業のしかたなどの説明

（参考：主な仕事内容）
除草、剪定、清掃などの軽作業、農作
業の手伝い、家事手伝い、襖・障子の
張替えなど

【問い合わせ】
㈳東山梨地区広域シルバー人材セン
ター山梨事務所　☎�4150

シルバー人材センターで

働きませんか？
シルバー人材センター

ごぞんじですか「検察審査会」

甲府検察審査会

　検察審査会は、選挙権を持っている
人の中から「くじ」で選ばれた 11人
の審査員によって構成されます。した
がって、あなたも審査員に選ばれる可
能性があります。
　審査会では、交通事故や詐欺、脅し
など犯罪の被害にあって警察や検察庁

に訴えたが、検察官がその事件を起訴
しなかったこと（不起訴）について、
その処分に不満をもつ被害者などから
申立があった場合に、その不起訴処分
が正しかったかどうかを審査します。
　審査申立などについての相談、また
は検察審査会について知りたい場合
は、お問い合わせください。

【問い合わせ】　
甲府検察審査会事務局
☎055（213）2548

学生の皆さんに

県内の就職情報を提供します
ユースバンクやまなし

　県内外の大学・短期大学・専門学校
などに進学した人を対象に、県内の優
れた企業の情報や、就職イベントなど、
将来、県内への就職を考える上で参
考になる情報を無料でお送りします。
登録方法　県ホームページ（http://
job.pref.yamanashi.jp/ubank/）で
登録するか、ダウンロードした登録用
紙に記入してお送りください。

【問い合わせ】
やまなし・しごと・プラザ　
〒400-0035　甲府市飯田1-1-20
山梨県ＪＡ会館５階
☎055（233）4510

< 道路を渡るとき、自転車に乗ったとき、こんなことに注意！ >
❖渡れるか渡れないか、迷ったときは横断中止！
❖青信号でも、右・左折車に注意しましょう！
❖横断中も、右・左の確認をしましょう！
❖自転車の進路変更は、必ず後ろを確認してから！
❖狭い道から広い道に出るときは、必ず一時停止し
　安全確認！
❖道路歩行中は、脇道や駐車場から出てくる車に注意！
　車が来ていても平気で道路を渡っている人を見かけま
す。車のほうで『止まってくれるだろう

3 3 3

』ではなく、『止まっ
てくれないかも

3 3

』という考え方に変えてください。

　卒業、就職、入学や転勤などで本籍や住所などが変わったと
きは、運転免許証の記載事項の変更も忘れずに！
　住所だけの変更は、住民票抄本・健康保険証・公共機関など
が発行した郵便物など新しい住所がわかるものを提示してくだ
さい。本籍・氏名が変わった場合は、「本籍の記載されている
住民票抄本」が必要です。詳しくは、お問い合わせください。

運転免許証の記載事項の変更は速やかに！

　市では、高齢者の健康増進を図るた
め、65歳以上の市民を対象に市営温
泉「花かげの湯」「鼓川温泉」「みとみ
笛吹の湯」の共通割引カードを発行し
ます。
対象者　65歳以上の市内在住者
割引回数　100 回（１枚のカードで
す。再発行はしませんので、紛失しな
いよう気をつけてください）
利用期間　平成 22年４月１日㈭～平
成23年３月 31日㈭
申請方法
①持ち物　印鑑、公的機関が発行した
身分証明書（免許証、保険証など）

平成 22 年度高齢者温泉利用

割引カードを発行します
福祉事務所

介護・福祉
②申請場所　
山梨地域在住→福祉事務所社会・長寿
福祉担当（市役所東館1階）
牧丘地域在住→牧丘支所住民生活担当
三富地域在住→三富支所住民生活担当
③申請受付　
３月16日㈫から受付開始
（土日、祝日など市役所閉庁日を除く）
※平成 22年度に新たに 65 歳になる
　人は、誕生月の初日から申請を受け
　付けます。
※平成21年度割引カードの有効期限
　は３月 31日までです。４月以降は
　使えませんので、ご注意ください。

【問い合わせ】
福祉事務所社会・長寿福祉担当
（東館１階、内線1135）

♨高齢者温泉利用施設別割引料金♨

施設名 利用形態 割引額 自己負担 カードへの押印

花かげの湯・
鼓川温泉

1 日 300 円 400 円 ２回分
3 時間 150 円 150 円 １回分

みとみ笛吹の湯 1 回 100 円 100 円 １回分

引っ越しの準備は
お早めに！
入念に準備することで、移転先で
の新生活を快適にスタートするこ
とができます。

パンフレット、用意しています。
数に限りあり。こちらもお早めに！
（市役所東館１階総合案内）
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平成 22 年度「ミニ農園」

新規入園者募集
商工労政課　　募　集 　農園での農業体験を通して、「収穫」

の喜びを味わってみませんか。
入園対象　野菜づくりに興味のある市
内在住の非農家世帯
農園の場所　山梨市三ヶ所1525
（「ホテルルートイン山梨」北側）
入園期間　平成 22年４月～平成 23
年２月
入園料　１区画（33㎡）年 3,900円
受付期間　３月１日㈪～12日㈮
受付時間　午前８時 30分～午後５時
30分（土日を除く）
申込方法　商工労政課窓口で、入園申
込用紙に記入し、提出。
※貸し出しは１世帯１区画とし、申込
　多数の場合は抽選とします。先着順
　ではありません。継続して入園する
　場合も、改めて申し込みが必要です。

【申込・問い合わせ】
商工労政課商工労政担当
（西館２階、内線2254）

　市教育委員会では、後屋敷公民館の
管理人を募集します。
応募資格　健康で住み込み可能な 70
歳以下の人
人　員　１人
勤務場所　後屋敷公民館（山梨市三ヶ
所870－１）
採用の条件　
①管理人の住居として使用できる場所
　管理人室（６畳・４畳半の２間・台
　所・浴室・便所）
②電気・ガス・水道は、施設（公民館）
　のものを使用（料金は無料）
③施設管理手当　月額27,800 円
　（その他諸手当あり）

後屋敷公民館管理人募集

生涯学習課

④採用年月日　平成22年４月１日
業務内容　
・公民館施設（玄関・各部屋）の開放、
　閉鎖および施錠の点検
・公民館施設、敷地内などの整備管理
　と点検清掃作業など
応募方法　履歴書（市販のもの。写真
貼付）を市教育委員会生涯学習課へ提
出してください。
受付期間　３月１日㈪～３月19日㈮
選考方法　書類選考後、面接により決
定（面接日は後日連絡）

【応募・問い合わせ】
山梨市教育委員会生涯学習課　
〒405‐ 8501（住所不要）　　
（西館３階、内線2327）

　

講座名 対象者 日程 募集締切

デジタルカメラ入門講座 パソコンの基本操作がわかる人 ３月16日㈫
17日㈬
23日㈫
24日㈬

の計４日間

【デジタルカメラ講座】
午前９時 30 分～
　　　11 時 30 分

【WORD 講座】　
午後７時～９時

３月５日㈮
　≫≫デジタルカメラとパソコンを連携させて、活用してみませんか？

WORD 講座 パソコンの基本操作がわかる人

　≫≫ワープロソフト WORD の使い方について、基礎から学びます。

３月の IT講習会 【会場】山梨市情報通信センター　　　　（旧山梨市役所庁舎となり）

申込方法　ハガキ・電子メール・電子申請（やまなしくらしねっと）にて「①受講希望講座名　②郵便番号　③住所
④氏名　⑤年齢　⑥職業　⑦電話番号　⑧パソコン所有の有無　⑨操作歴　⑩デジカメ講座希望者はカメラのメー
カー」を記入し、申し込んでください。　
参加者負担金　3,000円（講習会受講代として、初回講習時に集金）
※各日程とも10人程度募集。応募者多数の場合は抽選、また受講者が少ない場合は中止となることがあります。
※「山梨申請予約・ポータルサイトやまなしくらしねっと」をご利用ください。
　市ホームページ上にあるバナーから電子申請を利用して申し込むことができます
　（HPアドレスは最終ページに掲載）。右のQRコードで、携帯電話からの申し込みもできます。

【申込・問い合わせ】〒405-8501（住所不要）　山梨市役所総合政策課　電算システム担当　
　（西館４階、内線2430）　Eメールアドレス　itkosyu@city.yamanashi.lg.jp

新型インフルエンザの予防接種
費用助成申請期限のお知らせ
　予防接種費用の助成申請をまだしていない人は、期日までに申請してくだ
さい。
▶ 1 歳から小学校 6 年生までの申請期限 ……………………４月９日㈮
▶市町村民税非課税世帯・生活保護世帯の申請期限…………４月５日㈪
　非課税証明書の発行前に予防接種を受けてしまった場合や、非課税証明書
を受けたが、医療機関の窓口で費用を払ったという場合は、４月５日㈪（厳
守）までに助成申請をしてください。
手続きに必要なもの　①医療機関で発行された領収書　②接種済証（母子健
康手帳の接種済印でも可）　③印鑑（シャチハタ以外）　④通帳
　

【問い合わせ】
保健課保健指導担当（東館１階、内線1182～ 1184）

　

国民年金だより～国民年金保険料、学生納付特例制度について

【問い合わせ】市民課国民年金担当（東館1階、内線1148）、各支所住民生活担当
または甲府年金事務所　☎055（252）1431㈹

　20歳になると厚生年金・共済年金加入者以外は、国
民年金に加入します。ただし、学生で納付が困難な場合
は、保険料の納付を猶予する「学生納付特例制度」があ
ります。今回は、その手続きについて、お知らせします。
＜ 20 歳になって、学生納付特例を申請する人＞
　誕生月に年金事務所から国民年金加入のための届出書
と合わせて、学生納付特例の申請書が送られてきます。
これらの書類と一緒に、
①学生証の写しまたは在学証明書　②印鑑
を持ち、市役所市民課国民年金担当または年金事務所で
手続きをしてください。
＜継続して申請する人＞
　平成 21 年度に学生納付特例制度を利用しており、
22年度も該当する学生には、はがき形式の申請書が年

金事務所から２月下旬頃までに送られてきます。必要事
項を記入し返信してください。
　なお、はがきが届かない場合は、
①学生証の写しまたは在学証明書　②印鑑
を持ち、市役所または年金事務所で継続の手続きをして
ください。
＜参考　～学生納付特例制度の概要～＞
①対象となる学生　
　大学（院）、短大、専門学校に在学する 20歳以上の
　学生
②対象となる収入基準　
　学生本人の前年の所得が118万円以下
※学生納付特例制度を利用した場合と、保険料を未納の
　ままにした場合の違いは、下の表の表になります。

学生納付特例の手続き 老齢基礎年金を
請求する時には

老齢基礎年金
の計算では

障害・遺族年金
の請求

後から保険料を
納めた場合は

手続きをした場合
（猶予）

受給資格期間に
入ります 年金額に

反映しません

申請する権利が
あります

10年以内納入可
（２年を過ぎると当時の
保険料に加算金がつきます）

手続きをしなかった
場合（未納）

受給資格期間に
入りません

どちらも申請すること
ができません

2年を過ぎると
納めることができません

平成 22 年度自衛隊員募集

自衛隊山梨地方協力本部

予備自衛官補
①一般　18	歳以上 34	歳未満の者
②技能　18	歳以上、保有する技能に
より53	歳～	55	歳未満の者
願書受付　４月９	日㈮まで
第１回試験　４月18	日㈰
＊第 1	回試験で採用人数に満たない
　場合は、10	月に第 2	回試験を実施

【問い合わせ】
自衛隊山梨地方協力本部甲府募集案内
☎	055(228)6427
★幹部候補生・一般曹候補生の募集の
　お知らせは、来月号に掲載します。

　県民生活センターでは、多重債務や契約トラブルへの相
談に応じるため、弁護士による休日の相談会を開催します。
お気軽にご相談ください。
相談日　　3月	6 日㈯・3月 20日㈯
相談時間　午前9時～	正午、午後１時～４時	

会　場　県民生活センター
　　　　（甲府市飯田１－１－20	山梨県ＪＡ会館５階）
※費用は無料です。弁護士相談は１人30分以内。要予約。
※相談時間中、通常の相談員による電話相談も行ないます。

【問い合わせ】
県民生活センター　☎055（235）8455　
ＦＡＸ 055（223）1368	

「休日の消費生活相談会」を開催します

後屋敷公民館
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☎　市役所� 1111　牧丘支所� 3111　三富支所� 2121市外局番は 0553 です

　＋＋
街の駅
やまなし

　＋＋
根津
　記念館

☎⑳ 7010
（水曜休館）

☎� 8250
（月曜休館）

	 �企画展「武田信玄と山梨市」�
	 期　間　３月22日（月・振休）まで　
	 山梨市に関わる武田信玄ゆかりの資料15点を
	 特別公開（記念館の入館料でご覧いただけます）
	 �根津記念館のひな祭り�
	 期　間　２月27日㈯～４月18日㈰　
	 根津記念館主屋に根津嘉一郎翁ゆかりのひな人形
	 と、市内の家庭で桃の節句に飾られたひな人形を
	 展示します。
   �桃の節句イベント�
 開催日　3月 27日㈯・28日㈰・４月３日㈯
	 来館者にひなあられや白酒を振る舞います。
	 �根津記念館周囲に広がる桃の花の小道を散策し	
	 てみてはいかがですか。開花時期は、３月下旬か
	 ら４月上旬にかけてです（天候により若干前後す
	 ることがありますので、ご了承願います）。

【申込・問い合わせ】
生涯学習課根津記念館担当（西館３階、内線 2322）★根津記念館は月曜休館

上下水道工事に伴う
迂回のお願い

　下の地図の区間が、上下水道工事
に伴い、全面通行止めとなっていま
す。当施設をご利用いただく皆さん
には、大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解をお願いします。
期　間　３月 15 日㈪まで（予定）
時間帯　午前８時 30 分～午後５時

（夜間と日曜日は通行できます）

JR
中
央
本
線

山
梨
市
駅 山
梨
市
駅

正
徳
寺公
民
館

根
津記
念
館

通行止区間

講座名 曜日 時間 講師 内容 定員

★漢字書道教室 第１・３水曜 午前 10:00 ～ 11:30 秦　洋彦 漢字書道 30 人

★かな書道教室 第１・３水曜 午後　2:00 ～　４:00 奥山みどり ひらがな書道 30 人

フォークダンス教室
（中級コース） 第２・４金曜 午前 10:30 ～ 11:30

深沢　章子

世界の民謡のリズムに合わせて
踊ります 35 人

フォークダンス教室
（初級コース） 第２・４金曜 午後　2:00 ～　3:30 初歩からのやさしいダンスです 20 人

パッチワーク＆
キルト教室 第１・３金曜 午後　1:00 ～　3:00 中村　郁江 手のぬくもりが布から伝わって

くる手芸です 20 人

生花教室 第２・４月曜 午前 11:00 ～　正午 鶴田 　一杳 生花・盛花の実習 30 人

編物教室 第２・４水曜 午後　1:00 ～　3:00 宮崎　俊恵 毛糸の手編み実習 30 人

アートフラワー教室 第２・４火曜 午後　1:00 ～　3:00 前田　愛子 造花・染色の基礎・実習 30 人

☆パン作り教室（初級） 第２土曜 午後　1:00 ～　4:00 西室　順子 手ごねで生地からパンを作ります 18 人

ヨーガ教室 第１・３土曜 午後　3:30 ～　5:00 飯島　由己 体を伸ばし、血液の流れをよく
して、新陳代謝を高めます 18 人

煎茶教室 第１・３土曜 午前 10:00 ～　正午 田村　雪穂 心を通わせ一碗のお茶を
楽しみます 15 人

フラワー
アレンジメント教室 第３火曜 午後　1:00 ～　3:00 鶴田　五郎 生花を飾って住まいに潤いを

与えます 20 人

★いきいき健康体操教室 第 2･3･4 木曜 午後　8:00 ～ 10:00 井上　利子 足裏マッサージもします 20 人

パッチワーク＆
キルト教室 第１・３金曜 午後　7:00 ～　9:00 中村　郁江 手のぬくもりが布から伝わって

くる手芸です 20 人

煎茶教室 第１・３金曜 午後　7:00 ～　9:00 田村　雪穂 心を通わせ一碗のお茶を
楽しみます 15 人

着物着付教室 第３水曜 午後　7:00 ～　9:00 中沢富佐恵 簡単に美しく装う着物の着付け 10 人

ピラティス教室
第１・３火曜 午後　7:30 ～　8:30

次田　美香
胸式呼吸で骨盤からゆがみを
改善し、新陳代謝を高めます

22 人

第２・４火曜 午後　7:30 ～　8:30 22 人

昼
間
の
講
座

夜
間
の
講
座

（講師名　敬称略）

【平成22年度夢わーく山梨　各種講座生募集】

　平成22年度の各種講座が４月からスタートします。開講する
講座は、下の一覧表のとおりです。指定管理者制度の導入に伴い、
この講座の運営も、山梨市商工会が行ないます。
開講期間・種別　４月から翌年３月（☆印は９月まで）。
※主催講座（★印）は10月から自主講座に切り替わります。
会　場　夢わーく山梨（働く婦人の家）旧山梨市役所西側
受講対象者　
①開講期間を通して受講できる人　
②市内在住・在勤の人を優先（男女の別は問いません。）
負担金　部屋代・材料代など（主催講座以外は講師謝礼も負担）
申込受付・申込先　３月８日㈪～12日㈮　
午前８時30分～午後５時30分
夢わーく山梨（働く婦人の家）☎�3111
※申し込みは、電話でも可能です。
※定員になり次第、受付を終了します。なお、定員に満たない講
　座は開講しない場合もあります。ご了承ください。

【問い合わせ】
商工労政課商工労政担当（西館２階、内線2254）

働く婦人の家　
講座作品展を開催します

　夢わーく山梨（働く婦人の家）では、各種講座の
１年間の成果を発表する作品展を開催します。受講
者の皆さんの心のこもった作品が展示されますの
で、ぜひお気軽にお越しください。
日　　時　３月12日㈮午後１時～５時
　　　　　３月13日㈯午前９時～午後５時
　　　　　３月14日㈰午前９時～午後４時
会　　場　夢わーく山梨（働く婦人の家）「講習室」
展示作品　書道・編物・アートフラワー・
　　　　　パッチワーク＆キルト

【問い合わせ】
商工労政課商工労政担当（西館２階、内線2254）
※作品展当日は夢わーく山梨（☎�3111）まで

 ☀フリーマーケット＆
　 　アートマーケット開催！
 　出店者募集中!!
	 　新生活が始まる季節。冬物	
	 や不用品の整理にフリーマー	
	 ケットはいかが。今回は、ア	
	 ートマーケットも一緒にやっ	
	 ちゃいます。手づくり品やオ
リジナル作品など、自慢の逸品をご出店ください。
日　時　３月21日㈰、22日（月・振休）
午前10時～午後４時（雨天決行）
会　場　街の駅やまなし（山梨市上神内川1229-1）
出店数　15区画（先着）	　
出店料　１区画500円／日（1.8 ｍ× 2.5 ｍ）
販売品　家庭で不要となった日用品、手作りの品やオリ
ジナル作品など
※その場で調理する食品は不可。詳細はお問い合わせく
　ださい。

申込受付　３月９日㈫まで（予定数に達し次第締切）
申込方法　「街の駅やまなし」で申込用紙に「代表者の
氏名・住所・電話番号・出店品目・出店希望日」を記入
し、提出してください。詳細はお問い合わせください。
☀笑顔いっぱいニコニコ写真展
　市内保育園児の写真展、開催中！元気いっぱいの子ど
もたちの笑顔を観に来てください。
期　間　３月14日㈰まで
☀ひな飾り展示（表紙写真・４月３日㈯まで）
☀交流の場「街の駅やまなし」におでかけください
　「癒しの湯」として好評の足湯や待ち合わせに最適な
喫茶コーナー、インターネットを利用できる情報コー
ナー、チャイルドスペースなどのほか、市内の散策用に
レンタサイクルも用意しています。また、展示会、作品
展、イベント、会議、習いごとなど、さまざまな用途に
利用できる貸切（有料）スペースもあります。貸切スペー
スの利用料、予約状況などはお問い合わせください。
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World
子どもと子育てのページ
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01親子料理教室を開催します
～ほうとうづくりにチャレンジ～
山梨が誇る家庭料理・伝統の味・郷土料理の「ほうとう」
づくりに、親子でチャレンジしませんか。
日  時　３月14日㈰　午前９時30分～
会　場　山梨市保健センター　
内　容　ほうとう作り
対　象　市内小学生親子　15組（先着順）
参加費　無料
持ち物　エプロン、三角巾

【申込・問い合わせ】
保健課保健指導担当
（東館1階、内線1182～ 1184）

日　時　３月19日㈮・20日㈯　
午前９時～午後5時
会　場　県立ろう学校乳幼児指導室
（山梨市大野1,009）
内　容　子どもの「きこえ」と「こと
ば」に関する悩みへの相談、関わり方
のアドバイス、聴力測定、補聴器相談
申込締切　3月 15日㈪午後5時
※電話かファクスで日時を予約してく
　ださい。

【申込・問い合わせ】
ろう学校「きこえとことばの相談支援
センター」
☎�1378　ＦＡＸ�6419
※来校が難しい場合は、上記日時以外
　で、電話やメールでの相談を受け付
　けます。
E-mail:sodan@rogako.kai.ed.jp

日　時　３月13日㈯・14日㈰　
午前10時～午後３時
会　場　県立盲学校
（甲府市下飯田2-10-2）
内　容　子どもの「見え方」について
の不安、目に障害を持ち悩んでいる人、
視覚に課題のある子を指導している先
生など、目の悩み全般
申込締切　3月 12日㈮　
※電話で予約をしてください。
（受付時間：平日午前９時～午後５時）
【申込・問い合わせ】
県立盲学校視覚障害教育相談・支援セ
ンター（担当：佐田）
☎055（226）3361　
ＦＡＸ 055（226）3362
※これは、本校への入学相談会ではあ
　りません。

▪春休みこどもの
「きこえ」と「ことば」相談会　

▪春の Eye 愛ひとみ相談会　

スポーツ安全保険スポーツ安全保険
傷害保険 賠償責任保険 共済見舞金

新型インフルエンザの予防接種情報は、☞ 34ページをご覧ください。

火遊びはしません！
～市内幼稚園・保育園で幼年消防クラブ結成式～

　　　　　　　　　　　　　　　　市川保育園では、おばあちゃん先生に教わ
って、親子で一足お先に「おほうとう」を作りました。粉からこねて、伸ばし
て製麺機を使う一連の作業に、子どもたちは興味津津。とっても楽しく作れた
「おほうとう」は、味だってバツグ～ン！一緒に遊んでくれたおじいちゃんも
誘って、みんなでおいしく食べました。おばあちゃん先生、ありがとう☀

　行事や遊びを通して子どもたちに正しい火の取り扱いや消防の仕事などを
よく知ってもらう「幼年消防クラブ」の結成式が、１月21日、後屋敷保育
園で行なわれました。この日、望月消防団長や大河内山梨消防署長らに新し

い法被を着せてもらった子
どもたちは、カメラが向け
られると、照れながらもう
れしそうな表情を浮かべて
いました。
　「幼年消防クラブ」は、
加納岩総合病院と山梨厚生
病院のご協力により、市内
全ての幼稚園・保育園に作
られています。
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（2010.2.1 現在）世帯と人口

いつでもどこでも気軽に情報を！
山梨市ホームページモバイル版

ＱＲコードはこちら ☞

　人口　38,406人（－29）　男　18,473人（－5）　女	19,933人（－24）　世帯数　14,402世帯（＋3）

「広報やまなし」2010 年４月号は	３月24 日水発行予定です。

情報やまなし
2010. ３　こちらから➡ふるさと山梨市の

〝魅力案内人〟になりませんか？

業務の内容　市内を訪れる観光客に対する現地ガイド／山梨市駅前案内所
での観光案内／市内を訪れる観光客へのコース案内／その他、市が行なう
観光イベントへの協力
業務の実施時間　駅前観光案内所での観光案内は、午前 9 時～午後 3 時

（12 月～ 2 月は、午後 2 時まで）／現地ガイド、市開催の観光イベント
などはその都度
応募資格　平成 22 年 4 月 1 日現在で年齢 25 歳以上、市内在住・在勤
で心身ともに健康な人。山梨市の文化財、自然解説（地理・動植物・温泉・
天体）、文学碑などに関心があり、かつ指導性に富む人。月に 1 ～ 2 回程
度、駅前観光案内所で観光案内が可能な人
その他　業務に応じ、1 日 1,000 ～ 2,000 円の謝礼あり。定例会（月１
回程度開催）で、駅前観光案内所の当番やガイドの実施などを決めます。

業務の内容　個人または団体の依頼に基づく、同行ガイドの業務（ガイド
コース：西沢渓谷一周約 10km、三重の滝までの往復約 5km）
業務の実施期間　５月～ 11 月
募集条件　年齢 25 歳以上、心身ともに健康で上記期間中、月 1 ～ 5 回
程度のガイドが可能であること

１．フィールドミュージアムボランティア観光ガイド

２．山梨市西沢渓谷ガイド

募集人員・申込方法
募集人員　各 10 人程度
申込方法　市役所東館 1 階の案内、西館
1 階の観光課の窓口に用意してある申込用
紙（市のホームページからのダウンロード
も可）に必要事項を記入し、観光課あてに
郵送するか、直接お届けください。審査の
上、選考結果は、4 月中に申込者全員に通
知します（申込書は返却しません）。
受付期間　3 月 1 日㈪～ 23 日㈫
その他　傷害保険に加入します（保険料は
市が負担）

【申込・問い合わせ】
〒 405-8501（住所不要）
山梨市役所観光課内西沢渓谷ガイド事務局

（西館１階、内線 2147）

山梨市フィールドミュージアムボランティア観光ガイド
山梨市西沢渓谷ガイド　募集のお知らせ


